
新
神
戸
駅
か
ら
北
野
町
あ
た

ー

｣
普
茶
寮
〈
精
進
料
理
〉

加
納
町
二
’
一
八
画
二
二
一
－
’
三
六
○

三
宮
の
北
、
山
手
の
一
隅
に
あ
る
黄

蕊
普
茶
料
理
。
神
戸
に
は
珍
ら
し
い

精
進
料
理
の
店
。
料
即
は
、
宇
治
の
黄

北
野
ク
ラ
ブ

北
野
町
一
’
六
四
回
二
三
一
’
二
二
五
一

神
戸
の
山
手
、
閑
静
な
北
野
町
の

商
台
に
あ
る
の
で
、
夜
景
が
素
晴
し

、
○
Ｖ

周
囲
に
は
異
人
館
、
も
あ
り
、
神
一
戸
ら

し
い
ロ
マ
ン
な
港
街
の
叙
情
が
味
、
わ
え

る
の
で
外
人
客
も
数
多
い
。

二
階
は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
バ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
。
一
階
は
神
戸
最
高
の
国
際
的
な

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
に
な
っ
て
い
る
。
お
し

ゃ
れ
を
し
て
大
人
の
ム
ー
ド
で
食
事
を

架
し
み
た
い
方
は
ど
う
ぞ
。

北
野
ス
テ
ー
キ
三
○
○
○
円
、
伊
勢
エ
ビ
パ
タ
ー

焼
三
二
○
○
円
他
。

Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｕ
無
休

特
集
口
淋
鏡
淵
雛
際
を
幹
輝
子
補
謹
廊
淳
一
黒
鯛
て
く
だ
さ
い
．

神
戸
う
ま
い
も
ん
め
ぐ
り

、１ＩＩ

築
山
万
福
寺
の
流
儀
を
く
み
、
創
業
如

年
。献

立
は
そ
の
季
節
に
よ
っ
て
野
菜
の

品
ぶ
れ
が
変
る
の
で
楽
し
い
。
街
の
中

心
に
あ
●
り
な
が
ら
と
て
も
閑
静
。

精
進
料
理
三
五
○
○
円
’
五
○
○
○
円
、
コ
ー
ス
四

○
○
○
円
。

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
８
月
咽
休

4Ｇ

ル
カ
・
カ
ル
ト
ン

北
野
町
三
’
六
七
画
一
一
四
一
’
四
三
二
三

北
野
町
の
白
い
館
の
ル
カ
カ
ル
ト
ン

は
一
階
が
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
。
ら
せ
ん
階

段
を
の
ぼ
る
と
二
階
は
ロ
コ
コ
ス
タ
イ

ル
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
白

い
ピ
ア
ノ
が
印
象
的
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ど
こ
か
に
迷
い
こ
ん
だ
よ
う
な
雰
閉
気

ス
テ
ー
キ
デ
ィ
ナ
ー
五
○
○
○
円
、
コ
ー
ヒ
ー
四
五

○
円
。

Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｎ
無
休

リ

Ｌ』

大
し
ま
〈
料
亭
〉

熊
内
町
六
’
八
九
胃
一
一
二
一
’
一
三
六
○

新
神
戸
駅
か
ら
近
い
、
し
も
た
や
風

の
落
ち
つ
い
た
つ
く
り
の
店
。
一
階
は

ス
タ
ン
ド
割
烹
。
可
椿
Ｌ
と
大
書
さ
れ
た

望
月
美
佐
の
文
字
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
独

特
の
雰
囲
気
が
あ
る
。
客
層
は
文
化

人
、
経
済
人
と
多
彩
で
、
二
階
に
は
お

座
敷
も
あ
る
。

会
席
五
○
○
○
円
。
ス
ッ
ポ
ン
五
○
○
○
円
。

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
胆
日
・
祭
日
体

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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e-k
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m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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p:/
/k
ob
e-k
ob
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co
.co
m



ら

あ
こ
や
亭
〈
う
ど
ん
〉

旅
塚
通
七
’
五
画
二
一
一
一
一
’
六
三
○
○

表
に
は
大
た
ち
ま
う
ち
ん
が
ぷ
ら
ド

っ
た
民
芸
造
り
の
店
が
、
手
打
ち
う
ど

ん
の
お
い
し
い
「
あ
こ
や
亭
Ｌ
。
と
く
に

う
ど
ん
も
一
や
ん
こ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
ふ

つ
う
よ
り
や
や
太
め
の
う
ど
ん
に
壱
し

い
た
け
、
た
け
の
こ
、
え
の
き
だ
け
雪
、

白
菜
な
ど
の
季
節
野
菜
に
魚
貝
類
を
加

え
て
次
々
と
煮
て
食
べ
る
楽
し
さ
が
、

家
族
づ
れ
や
女
性
客
に
う
け
て
い
る
。

う
ど
ん
ち
ゃ
ん
こ
九
○
○
円
’
二
○
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ａ
Ｍ
１
火
蝿
休

布
引
庵
〈
そ
ば
〉

生
田
町
一
一
一
’
一
画
一
一
三
一
’
八
六
一
五

そ
ば
づ
く
り
が
生
き
が
い
の
ご
主
人

は
可
向
慢
の
手
打
ち
そ
ば
を
、
そ
ば
の

味
が
わ
か
る
客
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
Ｌ

と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
一
度
食
べ
る
と

忘
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
う
ま
い
。
そ
ば
フ

ァ
ン
に
は
も
っ
て
こ
い
の
店
だ
。

天
プ
ラ
六
○
○
円
。
天
プ
ラ
を
ぱ
五
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
聡
Ｉ
Ｐ
Ｍ
５
日
・
祭
休

#鯵癖蛾騨錬

港のみえるレストラン北野クラブ

男
爵
〈
ス
ナ
ッ
ク
〉

山
手
一
－
一
八
回
二
四
一
－
○
七
七
八

中
●
川
手
一
丁
Ｕ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
，
川
側
に
」
あ
る
の
が
し
ゃ
れ
た
ス
ナ

ッ
ク
男
爵
で
す
。
中
世
風
な
マ
ン
ト
ル

ピ
ー
ス
の
前
に
若
い
カ
ッ
プ
ル
が
集
い

夕
ぐ
れ
か
ら
夜
に
か
け
て
神
戸
の
ム
ー

ド
を
楽
し
め
ま
す
。

短
剣
焼
八
○
○
’
九
○
○
円
、
ス
テ
ー
キ
一
三
○
○

円
Ｉ
ピ
ッ
ッ
ア
パ
イ
四
五
○
円
、
ド
リ
ン
ク
三
五

○
門
ｌ
ｏ
Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
１
月
剛
体

テ
ィ
フ
ァ
ー
ナ
〈
メ
キ
シ
コ
料
理
〉

中
山
手
通
一
’
四
画
二
四
二
－
○
○
四
一
一
一

ご
存
知
メ
キ
シ
コ
料
理
の
店
。
マ
ス

タ
ー
た
ち
の
か
．
な
で
る
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ

タ
ー
と
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
店
の
雰
冊
気

が
す
べ
て
の
客
を
梢
熱
の
岡
メ
キ
シ
コ

へ
と
さ
そ
っ
て
く
れ
る
。
陽
気
に
楽
し

く
食
べ
て
飲
め
る
店
。
香
ば
し
い
お
せ

ん
く
い
の
よ
う
な
も
の
に
ミ
ン
チ
が
つ

つ
ん
で
あ
る
タ
コ
ネ
を
た
べ
な
が
ら
テ

キ
ー
ラ
を
飲
ん
で
ご
気
脈
。

タ
コ
ス
四
○
○
円
、
テ
キ
ー
ラ
、
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
四

門
○
円
。

Ｐ
Ｍ
６
１
Ａ
Ｍ
２
火
岨
休

い
ろ
り
や
〈
食
事
処
〉

北
野
町
一
一
一
－
三
三
衝
二
一
一
一
一
’
六
七
七
七

民
芸
風
の
つ
く
り
で
川
本
情
緒
を
味

わ
い
な
が
ら
蒋
若
い
て
食
事
が
で
き
る

順
。
多
人
数
や
家
族
連
れ
に
い
い
。

し
や
ぷ
し
や
ぷ
一
七
○
○
円
、
す
き
や
き
一
七
○
ｍ

Ⅳ
。
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
恥
無
休

観唖兎金
龍
閣
〈
広
東
料
理
〉

神
戸
新
聞
会
館
七
階
画
二
一
二
’
’
六
一
六

ロ
ウ
ツ
ウ
パ
イ
ピ
。
〆

一
」
こ
の
〃
附
水
胞
片
″
は
、
あ
わ
び

と
に
わ
と
り
の
脚
の
料
理
で
、
食
通
の

コ
ー
ン
シ
ュ
ー
イ
ー
ミ
ン

方
に
懲
一
」
ば
れ
て
い
る
。
〃
ｆ
焼
伊
麺
〃

（
ヤ
キ
ソ
バ
の
一
種
）
も
独
特
の
味
で

一
一
一
宮
駅
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
国｜

フ
つ

敷
嘘
屋
〈
民
芸
風
食
事
処
〉

山
本
通
一
－
一
一
一
三
宮
二
四
一
’
五
一
一
一

民
心
墓
風
食
事
処
。
和
風
の
店
内
で
ゆ

っ
た
り
と
落
潰
い
て
食
事
が
楽
し
め
る

石
し
や
ぶ
（
石
を
焼
い
て
そ
の
上
に
バ

タ
ー
を
ぬ
り
、
薄
肉
を
焼
く
）
が
と
て

も
お
い
し
い
。
阪
急
六
甲
駅
の
す
ぐ
山

側
に
本
応
が
あ
る
。

季
節
料
理
、
山
築
、
海
草
各
五
○
○
円
か
ら
。

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
ｕ
毎
月
釦
日
休

Ａ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
〈
ス
テ
ー
キ
〉

中
山
手
通
二
－
九
霊
二
一
一
一
’
八
五
四
七

Ａ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
と
は
バ
ル
ザ
ッ
ク

の
初
期
の
小
説
の
題
。
こ
れ
が
店
塩
。

い
か
に
も
山
手
風
の
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
炭
焼
き
で
あ
っ
さ
り

し
た
味
。

ご
脱
人
の
ス
テ
ー
キ
を
焼
く
腕
は
抜

群
で
、
、
家
製
の
サ
ラ
ダ
と
フ
ロ
ィ
ン

ド
リ
ー
ブ
の
パ
ン
が
つ
く
。
い
つ
い
っ

て
も
外
人
客
が
多
い
。

チ
ャ
コ
ー
ル
プ
ロ
イ
ド
ス
テ
ー
キ
一
一
五
○
○
円
１
じ

○
○
○
円
。
ｆ
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｕ
無
休

旨
隆
目
の
ご
旨
○
月
。
〈
ス
テ
ー
キ
〉

中
山
手
通
一
’
一
一
一
二
回
二
四
一
’
五
四
七
○

夜
の
ム
ー
ド
を
楽
し
み
な
が
ら
、
蒲

着
い
て
炭
焼
ス
テ
ー
キ
を
味
わ
え
る
応

カ
ウ
ン
タ
ー
の
他
に
こ
じ
ん
ま
り
と

し
た
テ
ー
ブ
ル
も
あ
り
、
各
種
の
ド
リ

ン
ク
も
楽
し
め
る
。
夜
の
デ
ー
ト
コ
ー

ス
に
ど
う
ぞ
。

炭
焼
岩
ス
テ
ー
キ
二
○
○
○
円
、
ポ
ル
シ
チ
ュ
ー
ス

ー
プ
三
○
○
円
、
ピ
ラ
フ
五
○
○
円
、
ド
リ
ン
ク
四

○
○
円
よ
り
。
Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
２
日
剛
体

7造
り
Ｌ－』

Ｉ
ド
あ’

4７

り

神戸
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ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



テ
キ
サ
ス

タ
バ
ー
ン

〈
ア
メ
リ
カ料

理
〉

葺
合
区
八
幡
通
五
’

五
九
鰯
二
二
一
’

七
一
三
九

の｜
向ド ﾌ
か、う
い市ワ
側役Ｉ
に所ロ

い
つ
も
は
な
や
か
な
雰
附
気
。

サ
ラ
ダ
二
四
○
円
’
三
九
○
円
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
二

四
○
’
三
九
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｍ
・
釦
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
・
釦
第
三
水
咽
休

栄
弥
〈
天
プ
ラ
〉

味
の
の
れ
ん
街
簿
三
九
一
’
五
一
一
三
一
一
一

犬
プ
ラ
は
値
段
が
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま

で
あ
っ
て
、
適
当
な
値
段
で
そ
れ
な
り

の
舌
を
満
足
さ
せ
る
店
は
数
少
な
い
が

こ
の
栄
弥
は
そ
の
一
つ
だ
。
揚
が
り
か

げ
ん
は
関
来
ふ
う
ほ
ど
、
こ
ろ
も
の
肌

が
白
く
な
く
、
関
西
ふ
う
ほ
ど
こ
ん
が

り
キ
ツ
ネ
色
で
な
く
そ
の
中
間
色
。
お

客
に
は
奥
様
方
が
多
い
。

天
プ
ラ
定
茨
五
五
○
円
、
に
ぎ
り
脂
六
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
・
訓
第
三
水
噸
休

八
百
丑
〈
ビ
フ
テ
キ
〉

さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン
雷
三
九
一
’
三
六
一
三

牛
肉
』
の
老
舗
「
八
百
丑
」
が
さ
ん
ち
一

か
ダ
ウ
ン
に
開
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
。
外

の
に
ぎ
わ
い
と
は
別
世
界
な
ほ
ど
店
内

は
静
か
で
落
篇
い
た
雰
囲
気
が
あ
る
。

こ
の
店
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
上
等
の
牛

肉
を
お
好
み
の
焼
き
方
で
Ｌ
と
あ
っ
て

ス
テ
ー
キ
の
味
は
実
に
お
い
し
い
。

兵
庫
区
下
三
条
二
丁
目
の
本
店
の
他

三
支
店
も
経
営
。

ス
テ
ー
キ
一
五
○
○
円
１
．
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
五
○

○
円
ｌ
ｏ
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
・
鋤
第
三
水
噸
休

本格派のインド料理ケイロード

知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
麺
類
料

理
が
好
評
で
、
ピ
ー
フ
ン
料
理
（
焼
き

ビ
ー
フ
ン
と
汁
ピ
ー
フ
ン
の
二
種
類
が

あ
る
）
も
美
味
し
く
て
、
手
軽
に
味
わ

え
る
と
好
評
。

ス
ッ
蝦
ン
五
○
○
○
円
、
フ
カ
の
ヒ
レ
四
○
・
○
○

円
。
コ
ー
ス
一
万
五
○
○
○
円
（
八
名
）

砿
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
無
休
。

ダ
リ
ア
〈
フ
ラ
ン
ス
料
理
〉

そ
ご
う
別
館
地
階
露
一
一
五
一
’
七
八
○
八

し
ゃ
れ
た
ム
ー
ド
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・

デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
に
は
本
格
的
フ
ラ
ン

ス
料
理
が
楽
し
め
る
（
Ｐ
Ｍ
５
・
叩
Ｉ

９
．
ｍ
）
。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
神
戸
本
来

の
味
を
取
り
戻
す
こ
と
が
店
の
モ
ッ
ト

ー
。
駐
車
場
も
完
備
さ
れ
、
出
張
宴
会

も
受
け
承
っ
て
い
る
。

ラ
ン
チ
二
五
○
円
、
エ
ス
カ
ル
ゴ
八
○
○
円
、
フ
ロ

ッ
グ
レ
ッ
グ
各
種
。

Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
木
暇
休

赤
ひ
ょ
う
た
ん
〈
サ
ラ
ダ
〉

味
の
の
れ
ん
街
麓
三
九
一
－
五
一
六
六

サ
ラ
ダ
専
門
店
。
サ
ラ
ダ
づ
く
り
の

ポ
イ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
材
料
の
野
菜
と

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
。
野
菜
は
毎
朝
中
央
市

場
へ
出
か
け
て
最
高
の
も
の
を
選
ん
で

く
る
。
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
独
特
の
も
の

で
量
も
た
っ
ぷ
り
。
美
容
食
な
の
で

お
客
に
は
女
性
が
多
い
。
宝
塚
歌
劇
の

生
徒
さ
ん
も
こ
こ
の
フ
ァ
ン
で
お
店
は

あ
る
。
阿
部
劇
風
な
油
絵
、
高
山
天
井

に
カ
ウ
ン
タ
ー
と
テ
ー
ブ
ル
・
名
物
料

理
は
フ
ロ
ッ
グ
・
レ
ッ
グ
、
食
用
蛙
の

フ
ラ
イ
Ｑ
タ
ー
タ
ル
・
ソ
ー
ス
を
つ

け
、
ち
ぎ
っ
て
食
べ
る
。
若
鶏
の
モ
モ

肉
に
似
た
風
味
で
仲
々
お
っ
た
も
の
。

他
に
は
ス
モ
ー
ク
・
ハ
ム
を
使
っ
た
ハ

ム
・
ス
テ
ー
キ
も
い
い
。

フ
ロ
ッ
グ
・
レ
ッ
グ
ニ
五
○
○
円
、
ハ
ム
ス
テ
ー
キ

一
七
○
○
円
。

正
午
Ｉ
Ａ
Ｍ
⑫
水
暇
休

コ
ウ
ベ
キ
ッ
チ
ン
〈
グ
リ
ル
〉

査
合
区
磯
上
通
八
－
九
雷
二
二
一
’
五
四
三
五

神
戸
国
際
会
館
浜
側
、
フ
ラ
ワ
ロ
ー

ド
か
ら
一
本
束
の
道
を
ち
ょ
っ
と
入
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
じ
ん
ま
り
と
し

た
店
で
気
軽
に
入
り
や
す
い
。
戦
前
か

ら
の
店
で
、
家
族
で
経
営
し
て
い
る
。

煮
込
み
料
理
（
白
ブ
ド
ウ
酒
の
チ
キ
ン

・
ワ
イ
ン
燕
）
が
自
慢
の
品
。
他
に
は

タ
ン
・
テ
ー
ル
、
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
も

好
評
で
あ
る
。

煮
込
み
噌
○
ｎ
円
、
タ
ン
・
テ
ー
ル
七
○
○
円
、
ビ

ー
フ
シ
チ
ュ
ー
八
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
・
訓
日
暇
休

ゲ
イ
ロ
ー
ド
〈
イ
ン
ド
料
理
〉

葺
合
区
磯
上
通
八
九
六
麓
一
一
五
一
’
四
一
一
一
五
力

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
、
明
治
生
命
ピ
ル

の
地
階
に
あ
る
。
イ
ン
ド
料
理
の
秘
決

は
、
そ
の
複
雑
・
微
妙
な
味
の
組
合
せ

に
あ
り
、
香
料
の
調
合
と
調
整
は
何
何

年
も
の
伝
統
に
裏
づ
け
さ
れ
た
技
術
に

よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
が
、
こ
の

店
で
は
そ
れ
が
味
わ
え
る
。

特
製
タ
ン
ド
ー
ル
ラ
ン
チ
一
六
○
○
円
、
菜
食
密
特

製
タ
ン
ド
ー
ル
ラ
ン
チ
一
二
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｎ
・
洲
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
．
鋤
、
Ｐ
Ｍ
５
１
ｍ
水
剛
体
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ろ
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
マ
ス
タ
ー
中
川
宗

和
さ
ん
を
囲
ん
で
外
人
や
デ
キ
シ
ー
好

き
が
集
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
な
雰
囲
気
。

シ
チ
ュ
ー
八
○
○
円
、
ピ
フ
ッ
ア
パ
イ
五
Ｃ
Ｏ
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
訓
ｌ
Ａ
Ｍ
１
月
咽
休

バ
ー
グ
〈
レ
ス
ト
ラ
ン
〉

葺
合
区
浜
辺
通
五
’
’
－
１
－
衝
一
一
五
一
’
一
九
六
一

商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
二
十
阿

階
に
あ
る
ム
ー
ド
の
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
。
昼
間
は
場
所
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
叩
心
だ
が
、
夜
に
な
る
と
家
族
連
れ

や
グ
ル
ー
プ
で
に
ぎ
わ
う
。
阿
洋
料
理

の
大
衆
化
を
め
ざ
し
て
い
て
、
値
段
も

手
頃
で
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
の
メ
ニ

ュ
！
を
楽
し
め
る
。
さ
ん
プ
ラ
ザ
店
も

あ
る
。

ス
テ
ー
キ
・
デ
ィ
ナ
ー
一
八
○
○
円
、
二
五
○
○

円
、
三
○
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
・
鋤
無
休

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ポ
ー
ト

神
戸
港
第
四
突
堤
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル

雷
三
三
一
’
○
三
○
一

外
国
船
が
出
入
り
す
る
ポ
ー
ト
タ
ー

ミ
ナ
ル
内
に
あ
る
魚
介
料
理
の
レ
ス
ト

ー
フ
ン
◎

海
賊
焼
（
魚
介
類
を
姿
の
ま
ま
炭
火
で
焼
き
ポ
ン
酢

な
ど
で
食
べ
る
野
戦
料
理
）
二
五
○
○
円
。
伊
勢
エ

ビ
の
線
リ
ネ
シ
ア
風
蒸
し
焼
二
五
○
○
円
。
否
ピ
ラ

メ
七
○
○
円
よ
り
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
９

Ｐ
Ｍ
４
１
５
休
憩

墨噂胃胤

の
で
好
評
。
落
着
い
た
雰
洲
気
も
蛸
し

い
。

モ
ス
ク
ワ
鍋
四
五
○
円
、
ポ
ル
シ
チ
ュ
ー
ニ
五
○
円

仔
牛
の
つ
ぼ
焼
き
六
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
無
休

エ
ル
マ
タ
ド
ー
ル
〈
ス
ペ
イ
ン
料
理
〉

さ
ん
プ
ラ
ザ
’
一
階
麓
一
一
一
二
一
’
一
八
五
六

ス
ペ
イ
ン
情
緒
を
手
経
に
楽
し
め
る

モ
ス
ク
ワ
〈
ロ
シ
ア
料
理
〉

さ
ん
プ
ラ
ザ
地
階
倉
三
一
二
’
○
二
八
八

神
戸
に
数
少
な
い
ロ
シ
ア
料
理
の

店
。
地
階
は
喫
茶
、
一
階
が
レ
ス
ト
ラ

ン
に
な
っ
て
い
る
。
神
戸
に
ロ
シ
ア
料

理
店
が
あ
る
の
は
、
戦
前
口
う
る
さ
い

白
系
ロ
シ
ヤ
人
が
多
か
っ
た
か
ら
。
味

つ
け
は
日
木
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
あ
る

０
１
ｌ
ｐ

ｑ
唖
、
ア

セ
ン
タ
－
１
街
川
一
一
一
宮
本
通
あ
．
た
り

ア
ポ
ロ
ン
〈
レ
ス
ト
ラ
ン
〉

葺
合
区
八
幡
通
五
’
六
雷
一
一
五
一
’
三
二
三
一

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
東
側
に
あ
る
。
オ

フ
ィ
ス
街
に
あ
る
の
で
昼
間
は
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
で
に
ぎ
わ
う
。
ｎ
変
り

メ
ニ
ュ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
ラ
ン
チ
が
好

評
。
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
に
は
ハ
ン
バ
ー

グ
、
ポ
ー
ク
カ
ッ
な
ど
。
そ
れ
に
貝
柱

フ
ラ
イ
が
有
名
。

サ
ー
ピ
ス
ラ
ン
チ
三
五
○
円
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ポ
ー

ク
カ
ッ
四
五
○
円
、
貝
柱
フ
ラ
イ
虹
五
○
円
。

Ａ
Ｍ
８
１
Ｐ
Ｍ
８
・
鋤
日
眼
休

キ
ン
グ
ス
ア
ー
ム
ス
〈
英
国
風
居
酒
屋
〉

笠
合
区
磯
辺
通
四
’
六
一
衝
一
一
一
二
’
’
一
一
七
七
四

・
一
巾
役
所
の
斜
め
向
か
い
に
あ
る
。
イ

ギ
リ
ス
人
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
店

で
、
一
階
は
パ
ブ
、
・
・
階
は
レ
ス
ト
ラ

ン
・
樽
詰
め
の
生
ビ
ー
ル
で
の
ど
を
う

る
お
し
、
棚
に
あ
る
仙
界
の
洋
酒
を
楽

し
み
な
が
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
肉
料
理
を

味
わ
え
ば
最
高
の
気
分
に
な
れ
る
。

ロ
ー
ス
ト
ピ
ー
フ
二
○
○
○
円
、
カ
レ
ー
一
一
一
五
○
円

Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ
・
鋤
無
休

デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
〈
レ
ス
ト
ラ
ン
〉

葺
合
区
磯
辺
通
四
’
七
衝
二
五
一
’
七
一
一
七
七

緑
の
テ
ン
ト
に
・
一
五
一
扉
の
戸
口
。
ピ

ア
ノ
バ
ー
を
中
心
に
ま
わ
り
が
落
ち
溝

い
た
腰
掛
け
ス
タ
イ
ル
の
お
食
事
ど
こ

通

Ｌ里

カ
ウ
ン
タ
ー
ス
タ
イ
ル
の
店
。
店
の
前

に
あ
る
闘
牛
士
の
人
形
が
目
印
。
い
つ

も
ス
テ
キ
な
フ
ラ
メ
ン
コ
や
ラ
テ
ン
の

音
楽
が
流
れ
、
ス
ペ
イ
ン
調
の
赤
い
じ

ゅ
う
た
ん
と
白
い
畦
、
闘
牛
士
の
ポ
ス

タ
ー
な
ど
小
つ
ち
ゃ
な
ス
ペ
イ
ン
だ
。

ま
た
北
野
町
の
ア
ニ
ル
ド
マ
ン
シ
ョ
ン

一
階
に
姉
妹
店
司
エ
ル
・
ヴ
ィ
ノ
Ｌ
が

こ
の
ほ
ど
開
店
、
連
Ⅱ
ギ
タ
ー
の
生
演

奏
を
や
っ
て
い
る
。

ピ
ッ
ッ
ア
パ
イ
四
五
○
円
、
五
○
○
円

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ
第
一
・
三
月
噸
休

花
〈
和
食
〉

さ
ん
プ
ラ
ザ
地
階
衝
一
一
一
一
一
一
一
’
○
○
八
七

潜
り
戸
を
く
ぐ
っ
て
中
に
入
る
と
こ

じ
ん
ま
り
と
し
た
テ
ー
ブ
ル
席
と
カ
ウ

ン
タ
ー
席
が
あ
り
、
民
芸
風
の
器
が
ズ

ラ
リ
と
な
ら
ん
で
い
る
。
田
舎
の
お
ふ

く
ろ
を
思
い
出
す
よ
う
な
惣
菜
料
理
の

店
で
す
。

や
よ
い
の
里
（
弁
当
）
三
○
○
円
、
た
か
の
り
弁
当

五
五
○
円
。
御
室
そ
う
め
ん
一
七
○
円
、
花
そ
う
め

ん
一
七
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ
８
月
剛
体

サ
ン
セ
ブ
ン
〈
プ
ラ
ザ
〉

さ
ん
プ
ラ
ザ
六
、
七
階
雷
三
三
一
’
一
○
一
一
一
’
七

六
階
は
セ
ル
フ
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ナ

ー
（
鉄
板
焼
な
ど
）
、
タ
イ
ガ
ー
ラ
ゥ
ン

ジ
（
洋
酒
・
日
本
酒
）
、
六
甲
広
間
（
和

食
）
、
七
階
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ザ

（
イ
ベ
ン
ト
が
充
満
）
、
ベ
ル
ト
シ
ュ
ト

ラ
ッ
セ
（
喫
茶
＆
ス
ナ
ッ
ク
ス
ナ
ッ

ク
）
、
ア
ー
ト
パ
ッ
ク
（
サ
パ
ー
形
式
）

の
各
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て
い
て
、
飲

ん
で
、
食
べ
て
、
歌
っ
て
、
踊
れ
る
楽

し
い
広
場
で
あ
る
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
訓
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｕ
無
休

ベ
ル
・
カ
ン
パ
リ
ー
〈
喫
茶
・
軽
食
〉

さ
ん
プ
ラ
ザ
地
階
麓
一
一
三
一
’
一
九
○
○

地
階
は
ケ
ー
キ
ハ
ウ
ス
、
一
階
は
ピ

’
4９
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’
5０

店
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
か
た
つ
む
り

料
理
が
自
慢
の
店
で
、
殻
か
ら
身
を
と

り
出
し
て
食
べ
る
か
た
つ
む
り
は
、
し

こ
し
こ
と
歯
ご
た
え
が
よ
く
お
つ
な
も

の
。
ワ
イ
ン
片
手
に
香
料
の
ス
テ
キ
な

オ
ー
ド
ブ
ル
の
エ
ス
カ
ル
ゴ
を
味
わ
え

ば
最
高
の
気
分
に
な
れ
る
。

エ
ス
カ
ル
。
．
八
○
○
円
稲
ヒ
レ
ス
テ
ー
キ
ニ
七
○
○

円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
訓
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
木
曜
休

土
井
〈
や
き
と
り
〉

生
田
区
三
宮
町
一
’
五
六
衝
一
一
一
九
一
’
四
四
○
二

生
田
警
察
署
の
北
、
セ
ン
タ
ー
街
の

一
つ
南
の
筋
を
西
へ
入
っ
た
筋
の
西
側

に
二
粁
あ
る
。
平
日
は
近
く
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
、
体
Ｈ
は
家
族
づ
れ
で

い
つ
も
賑
わ
っ
て
い
る
。
自
慢
の
味
は

タ
レ
に
醤
油
、
み
り
ん
、
砂
糖
、
さ
ら

に
氷
砂
糖
を
使
っ
て
い
る
の
で
や
や
甘

味
が
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
季
節

に
は
ス
ズ
メ
が
美
味
し
い
。

一
串
六
○
円
、
焼
き
と
り
井
三
○
○
円
。

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
叩
・
鋤
月
曜
休

と
ん
か
つ
呂
路
〈
と
ん
か
つ
〉

生
田
区
三
宮
町
一
一
’
四
鱈
三
一
一
二
！
一
一
一
一
三
七

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
南
、
本
通
り
商
店

街
の
真
ン
中
に
あ
る
。
こ
の
店
の
特
徴

は
、
豚
肉
の
最
上
級
品
、
ヘ
レ
肉
だ
け

し
か
使
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
パ
ン
粉

に
は
乾
燥
し
た
も
の
を
使
わ
ず
に
生
の家族で焼いてくれる山形

パ
ン
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
出
来
上
が
り
は
や
わ
ら
か

く
て
歯
切
れ
よ
く
う
ま
い
。

と
ん
か
つ
定
食
七
○
○
円
、
シ
ュ
ウ
マ
イ
定
食
三
五

○
円
。
Ａ
Ｍ
ｎ
・
訓
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
・
釦
木
暇
休

志
奈
乃
〈
そ
ば
〉

生
田
区
三
宮
町
二
－
五
雷
一
一
一
三
一
’
八
七
七
五

ト
ァ
ロ
ー
ド
の
東
側
、
パ
ウ
リ
ス
タ
．

を
東
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
店
の

雰
囲
気
は
ご
く
普
通
の
お
そ
ば
屋
さ
ん
一

と
い
っ
た
感
じ
で
庶
民
的
。
そ
ば
は
信

州
の
そ
ば
粉
を
使
っ
た
手
打
ち
。
昼
は

近
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
で
い
っ

ぱ
い
と
な
る
。
ま
た
家
族
づ
れ
も
多

く
、
い
つ
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

天
プ
ラ
そ
ば
四
二
○
円
、
お
ろ
し
そ
ば
二
○
○
円
了

鍋
や
き
う
ど
ん
四
五
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
・
訓
月
蝿
休

本
成
駒
家
〈
す
し
〉

生
田
区
一
一
一
宮
町
一
一
丁
目
篭
三
三
一
１
三
一
一
三
六

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
の
一
つ
南
の
筋
に

あ
る
。
こ
の
店
の
売
り
も
の
は
、
そ
の

タ
ネ
の
ぜ
い
た
く
さ
。
シ
ャ
リ
が
か
く

れ
て
み
え
な
い
ほ
ど
に
ネ
タ
が
大
き
く

て
、
そ
の
歯
ご
た
え
は
何
と
も
い
え
な

い
。
ま
た
、
ネ
タ
の
仕
上
げ
に
も
年
季

の
入
っ
た
腕
の
技
巧
の
冴
え
が
あ
る
。

飛
り
合
わ
せ
（
一
人
前
）
一
○
○
○
円
、
一
個
一
○
・

○
’
二
○
○
円
。
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
日
暇
休

二
見
寮
〈
天
プ
ラ
〉

生
田
区
三
宮
町
二
－
三
五
露
三
三
一
’
○
九
五
七

三
宮
本
通
の
浜
側
、
ト
ア
ロ
ー
ド
寄

り
に
あ
る
。
〃
寮
〃
に
い
る
感
じ
で
く
つ

ろ
い
で
味
わ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
。
ネ

タ
に
は
冷
凍
品
を
一
切
使
わ
な
い
で
、

瀬
戸
内
海
の
活
魚
を
主
材
料
と
し
て
使

う
。
昼
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
Ｏ
Ｌ
、
布
疹

は
家
族
づ
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
。

天
プ
ラ
一
五
○
○
円
、
天
プ
ラ
定
食
七
五
○
円
。
魚

ち
り
鍋
三
○
○
○
円
。
正
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ
Ｍ
４
１

Ｐ
Ｍ
９
第
二
日
胴
体

ツ
ッ
ァ
ハ
ウ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
ケ
ー

キ
は
ド
イ
ツ
の
材
料
と
製
法
で
造
っ
て

い
る
の
で
、
あ
っ
さ
り
し
て
い
て
女
性

に
好
評
。
ま
た
ピ
ッ
ツ
ァ
は
内
十
も
の

種
類
が
あ
る
の
で
好
み
の
も
の
を
味
わ

え
る
。
夕
方
か
ら
は
ス
テ
キ
な
ピ
ア
ノ

演
奏
を
や
っ
て
い
る
。

ケ
ー
キ
一
一
一
○
円
、
ピ
ッ
ツ
ア
三
五
○
円
。

ケ
ー
キ
ハ
ウ
ス
Ａ
Ｍ
ｍ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ

ピ
ッ
ッ
ァ
ハ
ウ
ス
Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ

丸
高
〈
う
な
ぎ
〉

壁

生
田
区
三
宮
町
二
－
一
一
種
三
一
一
一
一
－
五
一
八
一

セ
ン
タ
ー
街
か
ら
北
へ
ち
ょ
っ
と
入

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
店
内
は
、
こ
じ

ん
ま
り
と
し
て
い
て
、
テ
ー
ブ
ル
席
は

十
名
も
座
れ
ば
い
つ
ぱ
い
に
な
る
が
、

味
と
風
情
の
あ
る
こ
と
で
は
他
に
真
似

の
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
全
部
手
書

き
の
メ
ニ
ュ
ー
を
み
つ
け
て
う
れ
し
く

も
な
っ
た
り
す
る
。

う
な
ぎ
井
六
○
○
円
、
か
ば
焼
き
六
五
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
７
第
４
水
暇
休

と
ん
か
つ
武
蔵
〈
と
ん
か
つ
〉

三
宮
町
二
－
三
五
雷
三
三
一
１
一
一
一
七
七
一

セ
ン
タ
ー
街
の
中
程
、
山
側
に
あ

り
、
気
楽
に
入
り
や
す
い
と
ん
か
つ
専

門
店
。
メ
ニ
ュ
ー
は
と
ん
か
つ
と
エ
ビ

か
つ
の
二
品
の
み
。
そ
れ
だ
け
に
味
に

は
厳
し
く
諭
舌
の
こ
え
た
通
の
人
々
に

も
、
と
ん
か
つ
は
や
っ
ぱ
り
武
蔵
が
一

番
、
と
定
評
が
あ
る
。
宣
伝
を
や
ら
な

い
と
い
う
の
も
味
に
自
慢
が
あ
る
か
ら

だ
ろ
う
。

と
ん
か
つ
六
五
○
円
、
と
ん
か
つ
定
食
七
五
○
円
、

エ
ビ
か
つ
六
五
○
円
、
エ
ビ
か
つ
定
食
七
五
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｎ
・
鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ
８
月
曜
休

エ
ス
カ
ル
ゴ
〈
フ
ラ
ン
ス
料
理
〉

生
田
区
三
宮
町
一
－
二
二
雷
三
一
一
一
一
Ｉ
五
○
三
四

国
際
会
館
の
真
向
か
い
を
式
妄
ｂ
に
両

へ
卵
米
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
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豊蕊

緬一 銀
寿
司
〈
す
し
〉

生
田
区
三
宮
町
二
－
三
五
露
三
三
一
’
五
七
三
三

三
宮
本
通
の
浜
側
に
あ
る
。
す
し
は

何
よ
り
も
生
き
の
い
い
ネ
タ
を
出
す
こ

と
に
生
命
が
あ
る
。
こ
の
店
の
ネ
タ
が

斯
鮮
な
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
威
勢
の

い
い
板
前
さ
ん
が
テ
キ
パ
キ
と
腕
の
冴

え
を
み
せ
て
く
れ
る
の
は
み
て
い
る
だ

け
で
も
楽
し
い
。
昼
は
ビ
ジ
ネ
ス
弁
当
‘

が
よ
く
出
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
季
節

に
は
鍋
も
の
も
い
い
。

ビ
ジ
ネ
ス
弁
当
三
五
○
円
、
鍋
も
の
一
八
○
○
円
わ

Ａ
Ｍ
ｎ
・
鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ
叩
日
咽
休

千
代
ず
し
〈
す
し
〉

生
田
区
三
宮
町
二
－
一
一
一
五
雷
三
三
一
’
五
○
五
○

セ
ン
タ
ー
街
の
一
つ
南
の
筋
に
あ

る
。
時
代
が
か
っ
た
木
の
看
板
が
目

瓦鴛署超騨障
塞娯シ

蕊講曾評
難

瀞寧灘蕊

幾
舞露磯識錘錘爵

民芸調ゆたかな竹葉亭

楽
天
地
〜
，
鯵
生
田
神
社
あ
た

難
i溌韓§

守
靴
死
３

卜
ｒ
ｌ
‐
‐
‐

竹
葉
亭
〈
う
な
ぎ
〉

北
長
狭
通
一
’
七
雷
一
一
一
三
一
’
一
一
一
一
○

阪
急
三
宮
駅
高
架
下
に
あ
る
民
芸
調

の
う
な
ぎ
の
店
。
一
階
は
テ
ー
ブ
ル
や

カ
ウ
ン
タ
ー
席
で
二
階
が
お
座
敷
。
ど

っ
し
り
と
落
着
い
た
雰
囲
気
で
う
な
ぎ

は
舌
に
と
ろ
け
そ
う
な
ほ
ど
に
お
い
し

い
。
冬
に
は
お
で
ん
も
あ
り
、
酒
は
忠

勤
。
同
店
を
訪
れ
た
英
国
の
詩
人
、
エ

カ
ル
メ
ン
〈
ス
ペ
イ
ン
料
理
〉

北
長
狭
通
－
１
二
八
麓
三
三
一
’
二
二
二
八

阪
急
三
宮
駅
西
口
の
す
ぐ
山
側
の
小

路
を
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
情
熱

の
美
女
と
闘
牛
士
の
国
、
ス
ペ
イ
ン
料

理
を
ム
ー
ド
満
点
で
食
べ
さ
せ
て
く
れ

る
。
店
内
に
は
地
図
、
ポ
ス
タ
ー
、
民

芸
品
が
並
べ
ら
れ
、
ス
ペ
イ
ン
音
楽
が

流
れ
る
。
そ
し
て
暗
い
部
屋
の
テ
ー
ブ

ル
に
ロ
ー
ソ
ク
が
と
も
る
と
い
や
で
も

心
は
ス
ペ
イ
ン
へ
…
…
。
カ
ッ
プ
ル
で 又平

印
。
に
ぎ
り
寿
司
は
何
よ
り
鮮
度
が
生

命
。
ネ
タ
の
も
ち
越
し
な
ど
も
っ
て
の

他
と
い
う
の
で
、
そ
の
Ⅱ
仕
入
れ
た
タ

ネ
の
終
る
と
き
に
店
を
閉
め
る
（
大
体

五
時
頃
）
・
固
定
客
が
が
っ
ち
り
と
つ
い

て
い
る
の
も
こ
の
店
の
強
さ
だ
。

に
ぎ
り
（
一
人
前
）
六
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
ネ
ク

切
れ
ま
で
、
定
休
日
不
定

山
形
〈
や
き
と
り
〉

生
田
区
三
宮
町
一
一
’
二
六
麓
三
一
二
’
三
四
一
七

三
宮
本
通
り
に
あ
る
。
こ
こ
の
店
は

家
族
で
経
営
を
し
て
い
る
の
で
、
雰
囲

気
が
暖
か
く
、
き
さ
く
な
店
と
し
て
好

評
。
や
き
と
り
の
他
に
は
釜
め
し
が
気

怪
な
値
段
の
わ
り
に
は
お
い
し
い
。

や
き
烏
一
コ
ー
ス
（
五
種
類
十
本
）
五
○
○
円
。
釜

祇
三
五
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
１
、
Ｐ
Ｍ
１
・

鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
・
鋤
第
一
・
二
・
三
日
曜
休

ド
モ
ン
ド
・
プ
ラ
ン
デ
ン
の
署
名
が
か

か
っ
て
お
り
、
外
人
客
に
も
よ
ろ
こ
ば

れ
る
お
店
で
す
。

上
か
ば
焼
一
二
○
○
円
か
ば
焼
八
○
○
円
詣
で
ん

二
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
第
一
・
三
月
唖
休

家
族
亭
〈
そ
ば
〉

北
長
狭
通
－
１
七
露
三
三
一
’
○
七
三
一
一
一

名
前
の
ご
と
く
家
族
的
で
暖
か
い
雰

囲
気
の
こ
の
店
は
、
阪
急
三
宮
駅
西
口

と
い
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
．
あ
り
、
気
軽
に

入
れ
て
手
頃
な
値
段
な
の
が
い
い
。

Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ
第
一
・
三
木
曜
休

バ
ラ
ラ
イ
カ
〈
ロ
シ
ヤ
料
理
〉

北
長
狭
通
一
麓
三
三
一
－
七
九
一
九

神
戸
で
は
数
少
な
い
ロ
シ
ヤ
料
理
専

門
店
。
終
戦
で
満
州
の
ハ
ル
ピ
ン
か
ら

引
き
揚
げ
て
き
た
ご
主
人
と
ロ
シ
ヤ
人

の
家
庭
で
働
い
た
こ
と
の
あ
る
奥
さ
ん

り

Ｌ型

１
５
１

が
腕
に
よ
り
を
か
け
て
つ
く
る
料
理
は

本
格
的
。
ボ
ル
シ
チ
を
す
す
り
、
ピ
ロ

シ
キ
を
か
じ
り
、
ウ
オ
ッ
カ
を
あ
お
っ

て
い
る
と
体
の
し
ん
か
ら
暖
ま
っ
て
く

る
。
冬
の
夜
に
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
家

族
連
れ
で
い
つ
ぱ
い
に
な
る
。

ボ
ル
シ
チ
四
五
○
円
、
ピ
ロ
シ
キ
一
コ
八
○
円
、
カ

ッ
レ
ー
タ
六
○
○
円
。

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
皿
第
一
、
三
諺
五
火
噸
休

南
大
門
〈
韓
国
料
理
〉

北
長
狭
通
一
’
二
二
雷
三
三
一
－
九
○
六
一
一
一

外
国
料
理
店
で
そ
の
店
に
ど
れ
だ
け

そ
の
国
の
人
が
行
く
か
に
よ
っ
て
そ
の

店
の
良
し
悪
し
が
わ
か
る
と
い
う
が
、

こ
の
店
も
本
国
人
の
客
が
多
い
。

焼
き
肉
一
○
○
○
円
、
ワ
カ
メ
の
ス
ー
プ
二
○
○
円

Ｐ
Ｍ
２
１
Ａ
Ｍ
３
休
暑
月
二
回
不
定
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東
門
筋
〜
生
田
新
道
あ
た

行
く
と
同
伴
の
女
性
は
一
割
引
で
す
。

コ
ー
ス
Ａ
五
○
○
円
、
Ｂ
五
五
○
円
、
Ｃ
八
五
○
円

Ｄ
一
荘
○
○
円
。
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
チ
キ
ン
三
五
○
円

に
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
・
如
無
休

カ
ポ
ネ
〈
ピ
ッ
ツ
ア
〉

北
長
狭
通
一
－
二
三
麓
三
九
一
’
○
八
五
八

も
と
プ
ロ
野
球
の
人
気
者
、
ロ
ベ
ル

ト
・
バ
ル
ポ
ン
氏
経
営
の
店
。
ス
ポ
ー

ツ
界
の
人
が
よ
く
訪
れ
る
。
阪
急
西
口

の
す
ぐ
山
側
で
交
通
の
便
も
よ
い
の
で

い
つ
も
ピ
ッ
ッ
ア
フ
ァ
ン
で
い
っ
ぱ

い
。

ピ
ッ
ツ
ア
三
五
○
円
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
三
○
○
円
、

ス
ー
プ
二
○
○
円
、
鉄
板
焼
二
○
○
○
円
（
肉
）

Ｐ
Ｍ
４
・
訓
Ｉ
Ａ
Ｍ
１
日
曜
正
午
ｌ
Ａ
Ｍ
狸

水
曜
休

悟
味
酉
〈
ち
ゃ
ん
こ
鍋
〉

北
長
狭
通
一
’
一
一
○
雷
三
三
一
’
三
八
四
八

店
全
体
が
相
撲
茶
屋
の
ム
ー
ド
で
、

調
度
品
も
相
撲
に
ち
な
ん
だ
も
の
ば
か

り
。
味
と
ア
イ
デ
ア
が
勝
負
と
い
う
元

力
士
の
店
主
が
相
撲
部
屋
独
特
の
味
の

ち
や
ん
こ
鍋
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
。

現
力
士
の
訪
門
も
多
い
。
可
ふ
る
里
」

と
は
姉
妹
店
で
、
さ
ん
ち
か
に
も
支
店

が
あ
る
。

ち
や
４
」
鍋
一
○
○
○
円
、
ち
や
ん
こ
定
食
五
○
○

門
。
Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
１
第
三
木
噸
休

コ
ト
ブ
キ
〈
レ
ス
ト
ラ
ン
〉

北
長
狭
通
一
’
一
九
雷
三
九
一
’
八
六
八
一

一
階
は
カ
ラ
フ
ル
で
か
わ
い
い
喫
茶

店
に
な
っ
て
お
り
、
若
い
人
や
家
族
連

れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
二
階
は
レ
ス

ト
ラ
ン
で
、
三
階
は
鍋
物
が
専
門
。
ク

ラ
ス
会
や
会
社
の
会
合
に
好
適
で
す
。

州
も
の
、
し
や
ぷ
し
や
蕊
、
す
き
焼
一
二
○
○
円
よ

り
。
正
午
ｌ
Ａ
Ｍ
２
無
休

ベ
ル
ゲ
ン
〈
イ
タ
リ
ア
料
理
〉

中
山
手
通
一
一
’
三
三
酋
三
九
一
’
五
八
三
○

山
の
手
に
で
き
た
新
し
い
イ
タ
リ
ア

料
理
の
店
。
こ
の
店
で
は
ア
サ
リ
な
ど

貝
類
に
よ
る
ス
パ
ゲ
テ
ィ
・
ア
レ
ポ
ン

ゴ
ー
レ
に
使
っ
て
い
る
ス
パ
ゲ
テ
ィ
は

細
口
、
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
を
か
け
る
ス
パ

ゲ
テ
ィ
は
太
口
、
と
い
う
ふ
う
に
か
け

る
ソ
ー
ス
に
よ
っ
て
ス
パ
ゲ
テ
ィ
の
太

さ
と
ゆ
で
加
減
が
変
る
。
外
人
客
の
陽

気
な
お
し
ゃ
べ
り
が
絶
え
な
い
の
も
神

一
戸
曇
り
－
）
い
◎

仔
牛
料
理
八
○
○
円
’
一
○
○
○
円
、
パ
ス
タ
ー
料

理
四
○
○
円
’
五
五
○
円
、
ピ
ッ
ツ
ア
四
五
○
円
、

サ
ラ
ダ
三
五
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｍ
・
訓
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
・
釦
Ｐ
Ｍ
４
ｏ
抑
Ｉ
Ｐ
Ｍ
加

水
曜
休

ピ
ノ
ッ
キ
オ
〈
ピ
ザ
ハ
ウ
ス
〉

中
山
手
通
二
－
一
○
一
貧
三
三
一
ｉ
三
五
四
五

ピ
ッ
ツ
ア
が
今
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち

で
食
べ
ら
れ
な
い
頃
か
ら
数
十
種
の
ピ

ッ
ツ
ア
を
焼
い
て
い
た
店
。
神
戸
ら
し

い
雰
囲
気
で
人
気
が
あ
る
。

ピ
ッ
ツ
ア
五
○
○
円
、
ラ
ピ
オ
リ
、
ラ
ザ
ニ
エ
四
五

○
円
、
水
割
り
四
五
○
円
、
ム
ー
ル
貝
ス
パ
ゲ
テ
ィ

四
五
○
円
、
ム
ー
ル
貝
の
ス
ー
プ
三
五
○
円
。

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
２
、
土
・
日
蝿
は
Ｐ
Ｍ
４
か
ら
。
火

噸
休
。

三
門
〈
炭
焼
ス
テ
ー
キ
〉

中
山
手
通
二
丁
目
九
八
衝
三
三
一
－
五
八
一
七

外
人
客
が
九
割
と
い
う
。
材
料
の
す

べ
て
が
産
地
直
送
で
、
川
舎
の
古
い
情

緒
を
楽
し
め
る
店
。

炭
焼
き
ス
テ
ー
キ
二
五
○
○
円
か
ら
三
五
○
○
円
、

副丙醒WmmL烏
光
〈
や
き
烏
〉

中
山
手
通
一
’
三
九
麓
三
三
一
１
四
○
四
三

や
き
鳥
の
老
舗
と
し
て
味
は
定
評
が

あ
る
。
二
階
は
小
座
敷
が
あ
り
、
板
前

料
理
が
楽
し
め
る
。

Ｌ－型

コ
ー
ス
（
チ
ャ
コ
ー
ル
プ
ロ
イ
レ
ッ
ト
）
三
五
○
○

円
、
三
門
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ト
マ
ト
・
サ
ラ
ダ
四
五
○

円
。
Ｐ
Ｍ
４
１
Ａ
Ｍ
ｎ
火
曜
休

ア
ン
・
ド
ゥ
・
ト
ゥ
ワ
〈
フ
ラ
ン
ス
料
理
〉

中
山
手
通
二
丁
目
七
五
雷
三
九
一
－
八
六
三
九

毎
晩
歌
と
ピ
ア
ノ
を
や
っ
て
い
る
桧

の
厚
い
ド
ア
が
ユ
ニ
ー
ク
な
セ
ン
ス
あ

る
店
。
女
主
人
が
ス
テ
キ
。

ヌ
ー
ド
ル
四
○
○
円
、
チ
キ
ン
ア
ド
ポ
ー
六
○
○
円
、

ズ
ッ
ペ
四
○
○
円
や
ビ
ー
ル
三
○
○
円
、
オ
ー
ル
ド

四
○
○
円
。

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
２
第
一
、
三
日
曜
休

又
平
〈
す
し
〉

下
山
手
通
二
丁
目
三
五
雷
三
三
一
’
○
九
一
一
一
五

粋
な
板
前
さ
ん
の
活
気
あ
る
店
。
広

い
ス
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
つ
い

て
日
本
料
理
を
味
わ
え
る
。
す
し
な
ら

な
ん
で
も
。
谷
崎
潤
一
郎
の
額
が
印
象

妬
ソ
Ｏ

ｐ
Ⅱ正

午
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｕ
第
一
、
一
二
日
噸
休
。

井
戸
の
あ
る
家

下
山
手
通
二
丁
目
三
○
麓
三
三
一
’
五
六
六
四

階
段
を
ト
ン
ト
ン
と
降
り
て
重
い
木

の
扉
を
開
け
る
と
井
戸
の
あ
る
し
ゃ
れ

た
室
内
。
最
近
メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ
っ
て

好
評
左
の
が
ニ
シ
ン
の
酢
づ
け
６
０
０

円
。
，
．
Ｇ
も
楽
し
め
ま
す
。

ニ
シ
ン
の
酢
づ
け
六
○
○
円
、
イ
タ
リ
ア
ン
ピ
ク
ル

ス
五
○
○
円
、
麦
と
牛
肉
の
ス
ー
プ
三
五
○
円
、
ス

コ
ッ
チ
は
四
○
○
円
か
ら
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ａ
Ｍ
２
（
平
日
）
、
Ａ
Ｍ
皿
Ｉ
Ｐ
Ｍ
狸

（
日
曜
、
祭
日
）

須
磨
の
ラ
ジ
オ
関
西
横
に
本
店
が
あ

り
、
さ
ん
プ
ラ
ザ
地
階
に
も
支
店
が
あ

る
。
客
が
好
み
の
品
を
自
由
に
焼
く

「
い
ろ
り
焼
Ｌ
が
八
○
○
円
。

島
の
さ
し
み
四
○
○
円
、
蝿
の
水
だ
き
八
○
○
円
。

Ｐ
Ｍ
４
１
Ａ
Ｍ
１
第
一
、
三
日
咽
休
。

’
5２り
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子

砂
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Ｉビ時巾竹谷町／門司孝裕くん

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能

こんにちは赤ちゃん
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芦屋市大耕町｜番' 8 号
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
壷芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

蔓柿沼産婦人科

幼児歯科･ 小児歯科
ｔ・

辱佐本歯禾斗
母親教室火曜日
（初診日）金曜日

そごう

午前1 0 時
午後２時

( 土曜・木曜午後は休診）

前センター街東角・さんちか入口
住友銀行三宮ビル６階

ＴＥＬ(０７８)３３１－６３０２～３

国鉄三宮訳
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三壱
錘泌旦「一
〒6 5 0 生田区加納町５丁目3 ９
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三宮のど真中で、とても静かなムーンライト

蝦
夷
〈
北
海
道
料
理
〉

中
山
手
通
一
’
一
一
五
麓
三
三
一
’
七
七
七
○

束
門
筋
の
中
ほ
ど
に
あ
る
神
戸
で
は

じ
め
て
の
北
海
道
郷
土
料
理
の
店
。
ア

イ
ヌ
小
屋
を
思
わ
せ
る
丸
太
造
り
の
店

内
に
は
ほ
の
暗
い
ラ
ン
プ
が
五
灯
。
あ

こ
が
れ
の
北
海
道
、
帯
広
か
ら
飛
行
機

で
運
ば
れ
て
く
る
新
鮮
な
季
節
の
香
り

い
っ
ぱ
い
の
珍
味
…
…
、
そ
れ
に
素
敵

な
マ
マ
さ
ん
が
い
て
、
と
っ
て
も
ご
機

嫌
な
お
店
な
の
で
す
。

毛
ガ
ニ
ニ
○
○
○
円
’
二
五
○
○
円
、
十
勝
鍋
五
○

○
円
、
十
勝
ワ
イ
ン
三
○
○
円
。

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
１
・
釦
日
・
祭
日
休

古
も
ん
〈
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
〉

中
山
手
通
一
’
一
一
五
麓
一
一
一
三
一
’
○
六
七
三

束
門
筋
ニ
ュ
ー
ゲ
ー
ト
ビ
ル
の
四
階

に
あ
り
、
た
く
さ
ん
並
べ
ら
れ
た
骨
と

う
品
が
自
慢
の
店
。
生
田
筋
の
「
も

ん
Ｌ
の
姉
妹
店
だ
け
に
肉
の
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
、
バ
タ
ー
焼
の
フ
ー
ノ
ン
が
多
い
。

友
人
づ
れ
や
家
族
づ
れ
で
く
つ
ろ
い
だ

雰
囲
気
で
食
事
が
楽
し
め
る
。

う
ど
ん
す
き
一
一
一
○
○
円
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
一
一
○
○

○
円
、
肉
の
パ
タ
ー
焼
二
○
○
○
円
、
す
き
焼
二
○

○
○
円
。

正
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ
・
訓
月
畷
休

鍵
串
か
つ
羨
門
〈
串
か
つ
〉

中
山
手
通
一
’
一
一
五
富
一
一
九
一
’
三
四
三
八

大
阪
の
串
か
つ
知
留
久
の
秘
伝
を
う コウペステーキ

け
た
店
だ
け
に
味
が
い
い
。
ソ
ー
ス
も

五
種
類
あ
る
。
民
芸
風
の
店
内
に
は
古

い
鍵
が
並
べ
て
あ
る
の
も
お
も
し
ろ

い
。

魚
貝
類
フ
ラ
イ
五
○
円
’
一
七
○
円
、
ラ
ッ
キ
ー
コ

ー
ス
七
○
○
円
。

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
１
第
二
、
三
、
四
金
噸
休

点
燈
屋
〈
ド
リ
ン
ク
＆
ス
ナ
ッ
ク
〉

中
山
手
通
一
’
一
一
五
麓
三
三
一
’
○
三
九
三

レ
イ
ン
ポ
ー
ピ
ル
の
黄
色
い
階
段
を

降
り
る
と
、
レ
ン
ガ
造
り
の
ほ
の
暗
い

店
内
に
ガ
ス
灯
が
と
も
り
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
気
分
で
食
事
が
楽
し
め
る
。

「
ス
ネ
カ
ジ
リ
ッ
子
」
の
姉
妹
店
で
す
。

ピ
ッ
ッ
ア
パ
イ
五
○
○
円
、
ス
テ
ー
キ
一
五
○
○

円
、
鍋
焼
き
う
ど
ん
五
○
○
円
。

Ｐ
Ｍ
６
１
Ａ
Ｍ
２
第
一
、
三
日
鵬
休
。

な
ぎ
さ
〈
ス
テ
ー
キ
〉

中
山
手
通
一
’
一
一
一
露
三
一
一
一
一
’
三
六
七
○

三
宮
の
ネ
オ
ン
の
渦
の
真
中
に
あ
り

洋
酒
類
も
揃
っ
て
い
て
、
飲
ん
で
食
べ

て
く
つ
ろ
げ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
式
の
ス
テ

ー
キ
ハ
ウ
ス
。
吟
味
さ
れ
た
神
戸
肉
の

鉄
板
焼
、
あ
み
焼
そ
の
他
お
好
み
で
注

Ｐ
Ｍ
５
・
訓
ｌ
Ａ
Ｍ
１
日
・
祭
休
。

天
助
〈
に
ぎ
り
龍
〉

中
山
手
通
一
－
九
○
富
一
一
一
九
一
’
二
○
七
三

に
ぎ
り
一
筋
の
店
と
し
て
、
す
し
フ

ァ
ン
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
オ
フ
ィ
ス

レ
デ
ィ
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
夕
方
は
と

っ
て
も
に
ぎ
わ
う
。
気
軽
に
食
べ
ら
れ

て
、
し
か
も
安
く
て
お
い
し
い
と
好

評
。

ち
り
に
ぎ
り
、
椎
茸
に
き
り
、
そ
の
他
一
コ
六
○
円

’
八
○
円
。

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
辺
日
・
祭
休

１
５５

孝
助
〈
に
ぎ
り
詣
〉

中
山
手
通
一
’
八
一
麓
三
九
一
’
一
八
九
四

い
き
の
い
い
三
人
の
板
前
さ
ん
が
気

持
い
い
店
。
何
よ
り
も
安
く
て
お
い
し

い
の
が
魅
力
で
、
ネ
タ
が
切
れ
次
第
店

は
閉
店
に
な
る
。

椎
茸
、
な
ま
こ
、
数
の
子
、
あ
じ
、
白
身
の
ち
り
に

ぎ
り
各
一
○
○
円
。

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
塑
日
・
祭
休
。

コ
ウ
ベ
ス
テ
ー
キ

加
納
町
四
－
五
衝
三
九
一
－
二
五
八
一

名
前
の
通
り
に
世
界
に
誇
る
神
戸
肉

の
ス
テ
ー
キ
を
お
い
し
く
食
べ
さ
せ
る

店
。
阪
急
三
宮
駅
の
す
ぐ
北
向
か
い
に

あ
り
、
む
し
ろ
外
人
客
の
方
に
有
名
港

に
船
が
入
る
と
外
人
の
観
光
客
や
水
兵

さ
ん
で
に
ぎ
わ
う
。
ふ
だ
ん
は
日
本
人

六
分
、
外
人
四
分
。

ご
自
慢
は
ヒ
レ
ス
テ
ー
キ
と
ロ
ー
ス

ス
テ
ー
キ
。
焼
き
方
は
客
の
注
文
し
だ

文
に
応
じ
て
何
で
も
つ
く
っ
て
く
れ

る
。
グ
ラ
ス
を
傾
け
な
が
ら
好
き
な
も

の
が
食
べ
ら
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ

げ
る
気
ど
ら
ぬ
、
さ
り
げ
な
い
サ
ー
ビ

ス
も
気
持
よ
い
。

ス
テ
ー
キ
一
五
○
○
円
’
二
五
○
○
円
、
ピ
フ
カ
ッ

八
○
○
円
、
エ
ピ
フ
ラ
イ
八
○
○
円
。
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ア
ロ
ー
ド
》
・
サ
ン
ゼ
ツ
ト
あ
た

た
き
合
せ
四
○
○
円
、
祇
園
弁
当
四
○
○
円
。

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
１
日
唖
休

ボ
ル
ド
ー
〈
フ
ラ
ン
ス
風
居
酒
屋
〉

北
長
狭
通
一
’
三
七
趣
三
一
一
二
Ｉ
三
五
七
五

生
田
新
道
、
Ｋ
Ｃ
Ｂ
ピ
ル
の
地
階
に

あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
風
居
酒
屋
と
銘
う
っ

て
い
る
だ
け
あ
っ
て
本
場
の
ポ
ル
ド
ー

ワ
イ
ン
が
楽
し
め
る
。
お
食
事
の
お
す

す
め
品
は
ス
テ
ー
キ
で
こ
の
店
独
特
の

ソ
ー
ス
で
食
べ
る
。
他
に
は
グ
ラ
タ
ン

が
好
評
。
エ
ビ
、
カ
ニ
な
ど
を
入
れ
て

う
ま
く
味
つ
け
し
て
あ
る
。
小
パ
ー
テ

ィ
に
も
最
適
で
若
い
人
に
は
予
算
に
応

じ
て
考
え
て
も
ら
え
る
。

ス
テ
ー
キ
二
○
○
○
円
、
カ
ニ
グ
ラ
タ
ン
七
○
○
円

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
１
日
曜
休
。

み
そ
の
〈
ス
テ
ー
キ
〉

北
長
狭
通
一
’
二
八
溝
三
三
一
’
二
八
九
○

厚
い
鉄
板
の
上
で
目
の
前
で
焼
け
る

ス
テ
ー
キ
の
う
ま
さ
は
鉄
板
焼
き
な
ら

で
は
の
味
。
静
か
で
落
ち
着
い
た
こ
の

店
で
は
商
社
マ
ン
等
が
外
人
バ
イ
ヤ
ー

と
商
談
し
て
い
る
。

ス
テ
ー
キ
三
四
○
○
円
、
し
や
ぷ
し
や
ぶ
一
八
○
○

円
、
す
き
焼
一
八
○
○
円
、
一
Ｆ
が
ス
テ
ー
キ
、
５

Ｆ
が
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ
・
訓
無
休
。

梅
春
園
〈
中
華
料
理
〉

北
長
狭
通
一
’
二
七
雷
三
三
一
’
七
八
五
四

生
田
新
道
の
パ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ

の
並
ん
で
い
る
中
で
ひ
と
き
わ
強
烈
な

香
り
の
流
れ
て
く
る
、
活
気
の
あ
る
店

が
梅
春
園
だ
。
い
か
に
も
台
湾
か
香
港

東
天
閣
〈
北
京
料
理
〉

山
本
通
三
’
三
九
富
二
一
一
二
’
一
三
五
一

海
か
ら
ま
っ
す
ぐ
山
に
の
び
た
ト
ア

Ｆ可

あ
た
り
の
大
衆
的
な
食
堂
を
思
わ
せ
る

店
で
、
や
き
め
し
、
や
き
そ
ば
、
ぎ
ょ

う
ざ
、
ビ
ー
フ
ン
な
ど
の
コ
ッ
テ
リ
し

た
味
が
お
い
し
い
。
名
物
の
ち
ま
き
は

お
み
や
げ
に
も
っ
て
帰
っ
て
家
で
ゆ
で

て
も
よ
い
。

ち
ま
き
二
○
○
円
や
ぎ
ょ
う
ざ
一
一
○
○
円
、
焼
び
Ｉ

ふ
ん
二
五
○
円
。
Ｐ
Ｍ
４
１
Ａ
Ｍ
３
体
不
定
。

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
〈
レ
ス
ト
ラ
ン
〉

北
長
狭
通
一
’
二
四
衝
一
一
一
三
一
－
九
五
五
四

生
田
筋
の
新
世
紀
斜
め
向
い
に
あ
る

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
の
扉
を
開
く
と
中
は
驚

く
ほ
ど
の
静
け
さ
。
ほ
の
暗
い
キ
ャ
ン

ド
ル
の
光
が
揺
れ
、
静
か
な
音
楽
の
流

れ
る
シ
ッ
ク
で
落
着
い
た
雰
囲
気
は
、

カ
ッ
プ
ル
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
夜
の
お

食
事
に
最
適
で
す
。
家
族
連
れ
も
可

網
焼
き
ス
テ
ー
キ
二
五
○
○
円
か
ら
。
伊
勢
エ
ビ
ボ

ル
ド
ー
風
一
五
○
○
円
。
仔
牛
の
包
み
焼
九
○
○
円

正
午
ｌ
Ａ
Ｍ
１
第
二
、
四
日
咽
休

月
〈
鉄
板
焼
き
〉

北
長
狭
通
一
’
二
四
雷
三
三
一
’
二
五
○
九

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
と
は
棟
続
き
で
、
経

営
も
同
じ
。
タ
レ
の
ポ
ン
酢
は
ス
ダ
チ

レ
モ
ン
、
日
本
酒
、
ミ
リ
ン
を
等
分
に

ま
ぜ
、
ダ
イ
コ
ン
お
ろ
し
と
ワ
ケ
ギ
の

き
ざ
ん
だ
の
を
添
え
る
。
日
本
酒
を
ま

ぜ
る
と
香
り
が
よ
い
の
で
外
人
客
に
も

喜
ば
れ
る
そ
う
だ
。
家
族
的
な
雰
囲
気

が
よ
い
の
で
ア
ベ
ッ
ク
や
家
族
連
れ
の

お
客
が
多
い
。

鉄
板
焼
き
二
五
○
○
円
か
ら
（
肉
）

正
午
ｌ
Ａ
Ｍ
雌
第
一
、
三
月
曜
休
。

卜
Ｉ

い
だ
が
、
中
身
が
桃
色
の
ミ
デ
ィ
ア
ム

が
う
ま
い
し
一
般
的
。

コ
ウ
ベ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
キ
ニ
六
○
○
円
、
毎
月

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ィ
ナ
ー
二
○
○
○
’
五
○
○
○

円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
無
休
。

正
家
〈
そ
ば
〉

北
長
狭
通
一
’
三
○
雷
一
一
一
三
一
’
一
一
四
五
六

阪
急
三
宮
駅
の
山
側
。
看
板
は
可
東

京
そ
ば
Ｌ
と
あ
る
が
、
味
つ
け
は
関
西

風
。
十
数
種
の
品
ぶ
れ
の
な
か
で
、
特

に
カ
マ
ポ
コ
、
シ
イ
タ
ケ
、
ア
ナ
ゴ
、

カ
シ
ワ
に
玉
子
を
浮
か
せ
た
「
な
く
や

き
Ｌ
「
天
ぷ
ら
そ
ば
Ｌ
「
金
ぴ
ら
そ
ば
Ｌ
、

丹
波
の
山
の
芋
を
使
っ
た
司
山
か
け
そ

ば
Ｌ
が
い
い
。
奥
に
大
き
ま
水
車
が
回

っ
て
い
る
の
が
お
も
し
ろ
い
。

と
ん
か
つ
そ
ば
三
○
○
円
、
金
ぷ
ら
そ
ば
三
五
○

円
。
Ａ
Ｍ
皿
ｌ
Ａ
Ｍ
１
無
休

い
か
り
や
〈
鉄
板
焼
〉

北
長
狭
通
一
’
一
一
一
五
雷
三
三
一
’
○
九
六
七

レ
ス
ト
ラ
ン
可
も
ん
Ｌ
の
姉
妹
店
だ

け
に
、
店
内
に
は
美
術
品
が
と
こ
ろ
狭

し
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー

に
長
い
鉄
板
が
あ
り
、
そ
の
場
で
焼
い

て
も
ら
い
な
が
ら
つ
つ
い
て
食
べ
る
。

牛
肉
だ
け
で
な
く
、
チ
キ
ン
、
魚
の

バ
ク
焼
き
な
ど
も
あ
り
、
季
節
に
よ
り

ア
ユ
の
バ
タ
焼
き
は
案
外
外
人
に
も
好

ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

ロ
ー
ス
・
ヘ
レ
鉄
板
焼
二
六
○
○
円
。

Ｐ
Ｍ
２
１
Ａ
Ｍ
廻
第
一
・
二
、
三
水
暇
休
。

く
れ
な
い
〈
京
風
季
節
料
理
〉

北
長
狭
通
一
’
三
七
雷
一
一
一
三
一
’
○
四
九
四

京
風
の
し
っ
く
り
し
た
雰
囲
気
で
、

民
芸
風
の
茶
屋
と
い
っ
た
感
じ
。
日
本

酒
で
四
季
の
季
節
料
理
が
楽
し
め
る
。

外
人
客
に
も
好
評
で
、
一
ぱ
い
の
み

た
い
方
は
地
階
に
あ
る
姉
妹
店
仏
蘭
西

風
居
酒
屋
「
ボ
ル
ド
ー
」
へ
。

特
製
お
じ
や
五
五
○
円
、
お
じ
や
四
○
○
円
、
山
菜

■

ロ
ー
ド
の
山
の
手
に
一
際
目
立
つ
建
物

が
あ
る
。
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
洋

風
建
築
・
異
人
館
は
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
神

１
５８

１

り．
Ｌ』
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あこや亭

杏
花
村
〈
広
東
料
理
〉

下
山
手
通
三
’
六
四

虜
三
三
一
－
○
八
五
五

女
性
客
が
多
い
。
広
束
料

理
の
各
種
が
あ
る
が
、
左
か

で
も
蝶
油
牛
肉
は
好
評
。

春
巻
五
五
○
円
。
螺
油
牛
肉
六
○
○

円
。
焼
き
そ
ば
一
一
○
○
円
。
焼
き
め

戸
を
代
表
す
る
も
の
で
、
こ
の
閉
静
な

た
た
ず
ま
い
の
可
東
天
閣
Ｌ
は
そ
の
代

表
的
な
も
の
。
格
調
あ
る
建
物
の
一
室

一
室
に
は
西
洋
館
の
趣
き
と
チ
ャ
イ
ナ

風
が
混
っ
て
大
変
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
。

春
巻
八
○
○
円
か
ら
、
坊
鶏
一
五
○
○
円
か
ら
、
一

品
料
理
二
○
○
○
円
、
コ
ー
ス
（
加
入
ま
で
）
二
万

五
○
○
○
円
、
他
に
エ
ビ
料
理
が
ベ
テ
ラ
ン
コ
ッ
ク

の
お
推
め
品
。
家
族
向
で
あ
る
。

Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
無
休
。

西
湖
〈
中
国
料
理
〉

中
山
手
通
三
’
一
衝
一
一
一
一
一
’
七
三
四
三

広
東
、
四
川
、
北
京
料
理
の
い
い
も

の
だ
け
を
扱
っ
た
中
国
料
理
店
。
一
見

喫
茶
店
風
の
小
ざ
っ
ば
り
し
た
入
り
易

い
店
。
中
国
人
の
家
族
連
れ
が
多
く
、

作
家
の
陳
舜
臣
氏
推
薦
の
店
。

油
林
懇
（
丸
揚
げ
を
食
べ
や
す
く
切
っ
て
特
製
ソ
ー

ス
を
か
け
た
も
の
）
五
○
○
円
は
四
、
五
人
で
食
べ

ら
れ
る
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
・
訓
火
曜
休
。

北
京
楼

山
本
通
三
’
七
衝
二
一
二
’
一
二
一
五

都
市
計
画
の
た
め
、
つ
ぶ
し
て
い
ま

す
の
で
休
業
中
。

ｎ
月
１
日
開
店
予
定
。

あ
こ
や
亭
〈
手
打
揖
ご
っ
ど
ん
〉

中
山
手
通
三
’
二
二
雷
三
九
一
’
二
五
一
一
一
八

讃
岐
名
物
の
本
格
手
打
ち
う
ど
ん
は

や
や
太
め
で
歯
ご
た
え
が
い
い
。
民
芸

風
な
店
。

看
板
の
う
ど
ん
ち
ゃ
ん
こ
九
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ａ
Ｍ
１
無
休

ハ
イ
ウ
ェ
イ
〈
レ
ス
ト
ラ
ン
〉
，

下
山
手
通
ニ
ー
ニ
○
麓
三
三
一
’
七
六
二
一
一

秤
崎
潤
一
郎
氏
命
名
の
店
と
し
て
有

名
。
外
国
航
路
で
コ
ッ
ク
を
し
て
い
た

ご
主
人
は
、
神
戸
で
今
シ
ー
フ
ー
ド
料

理
の
本
格
的
な
店
が
少
な
い
の
で
、
と

く
に
魚
料
理
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
。
年
配
フ
ァ
ン
も
多
い
。

シ
チ
ュ
ー
一
三
○
○
円
、
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
三
五
○

○
円
、
ロ
ー
ス
ト
ピ
ｉ
フ
三
五
○
○
円
、
伊
勢
エ
ビ

二
五
○
○
円
’
三
○
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
月
曜
休
。

神
仙
閣
〈
北
京
料
理
〉

下
山
手
通
ニ
ー
ニ
一
念
三
九
一
’
一
九
九
一

四
階
建
て
の
建
物
で
内
は
香
港
風
の

イ
ン
テ
リ
ア
。
大
衆
的
な
値
段
で
北
京

料
理
の
特
色
と
も
い
え
る
披
露
宴
や
宴

会
に
巾
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一
コ
ー
ス
（
十
人
位
）
二
万
円
、
フ
カ
ヒ
レ
ス
ー
プ

（
二
’
三
人
）
一
五
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
無
休
。

那
寿

北
長
狭
通
三
－
四
雷
三
一
一
一
Ｉ
四
八
五
○

事
務
所
露
三
九
一
’
一
八
七
三

一
階
が
喫
茶
、
二
階
が
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
。
デ
ー
ト
の
カ
ッ
プ

ル
と
か
女
の
子
同
士
が
多
い
。
ト
ア
ロ

ー
ド
の
舶
来
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
並
ぶ
な
か

に
ｕ
あ
る
。

デ
ィ
ナ
ー
（
ハ
ン
バ
ー
グ
、
チ
キ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
、

し
一
一
○
○
円
。

正
午
、
ｆ
Ｐ
Ｍ
９
無
休

5７

ボ
ー
ク
ヵ
ッ
の
い
ず
れ
か
と
、
ワ
イ
ン
、
ミ
ネ
ス
ト

ロ
フ
ス
ー
プ
、
デ
ザ
ｉ
卜
、
コ
ー
ヒ
、
パ
ン
）
九
○

○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
９

れ
ん
が
亭

下
山
手
通
二
－
三
四
窟
三
三
一
’
七
一
六
八

大
き
な
鉄
板
の
回
り
に
す
わ
り
、
日

の
前
で
肉
を
焼
い
て
も
ら
う
。
三
種
の

タ
レ
を
好
み
で
選
べ
る
。
マ
マ
さ
ん
は

じ
め
女
性
ば
か
り
の
細
や
か
な
サ
ー
ビ

ス
が
う
れ
し
い
店
。

ド
ロ
ス
五
○
○
○
円
、
ヒ
レ
ス
テ
ー
キ
三
五
○
○
円

’
四
五
○
○
円
、
車
エ
ビ
二
○
○
○
円
、
貝
柱
一
○

○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
・
蝿
第
三
日
曜
休
。

デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
〈
西
洋
料
理
〉

北
長
狭
通
二
－
一
六
○
露
三
三
一
’
六
五
三
五

餌
洋
調
理
食
品
、
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー

ジ
、
チ
ー
ズ
な
ど
を
売
る
か
た
わ
ら
店

の
奥
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
食
べ
さ
せ
て

く
れ
る
。
外
人
客
も
多
く
神
戸
ら
し
い

』
野
。
ｊス

モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
一
○
○
〃
一
一
一
八
○
円
、
ベ
１
コ

ン
一
九
五
円
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
チ
ー
ズ
二
六
○
円
か

ら
、
サ
ー
モ
ン
四
五
○
円
か
ら
。

Ａ
Ｍ
８
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
６
・
釦
毎
月
ｎ
日
、
加
日
休
。

ブ
ー
ン
〈
西
洋
料
理
〉

北
長
狭
通
三
’
五
毒
三
一
二
１
一
七
○
六

値
段
も
手
頃
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ女性ばかりが肉を焼くれんが亭
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二〆

雰
囲
気
で
食
事
が
で
き
る
。
値
段
も
手

頃
な
神
戸
ら
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
・

ロ
ー
ス
ス
テ
ー
キ
一
一
四
○
○
円
、
ヘ
レ
ス
テ
ー
キ
ニ

六
○
○
円
、
ト
ン
カ
ッ
定
食
六
○
○
円
は
サ
ー
ピ
ス

ラ
ン
チ
。

Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ
第
一
、
二
、
三
火
噸
休
。

み
や
す
く
ス
テ
ー
キ
〉

下
山
手
通
一
一
一
’
三
三
麓
三
九
一
’
一
一
一
○
八
八

炭
焼
き
ス
テ
ー
キ
と
し
て
は
神
戸
の

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
の
最
高
峰
の
一
つ
。

在
住
外
人
や
神
戸
を
訪
れ
る
外
国
人
に

特
に
好
評
。
客
の
好
み
を
満
足
さ
せ

る
。

ス
テ
ー
キ
三
○
○
○
円
。

平
日
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
叩
・
鋤
、
日
曜
、
祭
日
正
午

ｌ
Ｐ
Ｍ
９
無
休
。

大
楽
苑
〈
韓
国
料
理
〉

下
山
手
通
三
’
三
二
竃
三
三
一
’
三
二
一
一
七

安
く
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
の
で
若

ケ
ー
ン
ズ
〈
チ
ー
ズ
料
理
〉

下
山
手
通
二
－
二
九
画
三
九
一
’
三
二
一
二

男
性
ば
か
り
の
ス
ナ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル

の
店
。
チ
ー
ズ
料
理
が
お
い
し
い
。

仔
牛
の
チ
ー
ズ
焼
き
八
○
○
円
、
エ
ビ
・
カ
ニ
メ
シ

グ
ラ
タ
ン
三
○
○
円
、
ハ
ン
バ
ー
グ
チ
ー
ズ
六
○
○

円
。
日
噸
・
祭
日
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
、
平
日
正
午

ｌ
Ｐ
Ｍ
１
・
鋤
、
Ｐ
Ｍ
５
１
９
無
休
。

金
剛
山
〈
韓
国
料
理
〉

北
長
狭
通
ニ
ー
ー
雷
三
九
一
’
一
○
○
○

ビ
ー
フ
の
本
場
神
戸
で
、
安
い
値
段

で
焼
き
肉
が
食
べ
ら
れ
る
と
、
若
者
に

受
け
て
い
る
。
宴
会
や
小
グ
ル
ー
プ
の

会
合
に
も
利
用
で
き
る
部
屋
が
あ
る
。

焼
き
肉
四
○
○
円
’
六
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
鋤
ｌ
Ａ
Ｍ
２
無
休
。

も
ん
く
ス
テ
ー
キ
〉

北
長
狭
通
一
一
’
一
麓
三
三
一
’
○
三
七
一
一

両
洋
骨
董
で
店
内
を
飾
り
、
静
か
な

り
、
し
か
も
お
い
し
い
と
好
評
の
レ
ス

ト
ラ
ン
。
子
供
連
れ
な
ど
家
族
で
も
入

り
い
い
。

仔
牛
の
チ
ー
ズ
焼
き
四
○
○
円
、
仔
牛
の
へ
し
肉
フ

ラ
ン
ス
風
五
○
○
円
、
サ
ラ
ダ
三
○
○
円
か
ら
。

Ａ
Ｍ
ｎ
・
訓
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
一
日
（
土
、
日
、
祭
日
除

く
）
体
。

き
ゃ
ん
ど
る
〈
鉄
板
焼
〉

北
長
狭
通
ニ
ー
ニ
ニ
雷
三
一
一
一
一
’
一
一
八
三

地
階
、
一
階
は
喫
茶
室
。
二
階
は
鉄

板
カ
ウ
ン
タ
ー
。
三
階
は
パ
ー
テ
ィ
向

き
。
骨
と
う
品
の
楽
し
い
店

ス
テ
ー
キ
一
二
○
○
円
か
ら
。
タ
レ
が
日
本
人
好

み
。
エ
ビ
九
○
○
円
、
サ
ー
ピ
ス
ラ
ン
チ
五
五
○
円

は
好
評
。
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
叩
無
休
。

丸
玉
食
堂
〈
台
湾
料
理
〉

北
長
狭
通
三
’
七
五
麓
一
一
一
三
一
’
五
三
八
五

神
戸
の
食
欲
の
た
く
ま
し
さ
を
満
足

■

〔
生
田
筋
・
サ
ン
セ
ツ
ト
通
り
あ
た
り

さ
せ
る
店
。
昼
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
夜

は
酔
客
で
活
気
の
あ
る
店
。

ロ
ー
メ
ン
一
一
一
○
○
円
、
豚
の
足
一
一
一
○
○
円
。
腸
詰
め

三
○
○
円
。
肉
め
し
三
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
９
１
Ｐ
Ｍ
９
火
曜
休
。

丸
金
飯
店
〈
台
湾
料
理
〉

北
長
狭
通
二
高
架
下
雷
三
二
一
’
二
四
四
九

大
衆
的
な
台
湾
料
理
の
店
。
豚
の
足

や
大
腸
、
蛙
の
唐
揚
げ
な
ど
も
あ
る
。

春
巻
き
四
五
○
円
、
ち
ま
き
二
○
○
円
、
腸
詰
め
一
一

五
○
円
。
Ｐ
Ｍ
３
・
釦
ｌ
Ａ
Ｍ
２
・
釦

清
や
ん
〈
寿
司
〉

北
長
狭
通
二
高
架
下
衝
三
九
一
’
○
一
一
六
八

き
れ
い
じ
ゃ
な
い
し
、
八
人
く
ら
い

入
る
と
い
つ
ぱ
い
に
な
る
狭
い
店
だ

が
、
ネ
タ
が
大
き
く
フ
ァ
ン
も
多
い
す

し
屋
さ
ん
・
オ
ッ
サ
ン
が
オ
モ
シ
ロ
イ
。

Ｐ
Ｍ
６
・
鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
．
ｍ
日
曜
祭
日
体
。

Ｌ』

者
に
受
け
て
い
る
。

焼
き
肉
五
○
○
円
、
冷
あ
ん
三
五
○
円
、
タ
イ
ム
サ

ー
ピ
ス
（
正
午
’
二
時
ま
で
）
焼
き
肉
井
二
五
○

円
、
定
食
三
○
○
円
。

正
午
ｌ
Ａ
Ｍ
２
第
二
、
三
、
四
月
咽
休
。

キ
ャ
ン
テ
ィ
北
店

下
山
手
通
三
１
八
曾
三
三
一
’
三
六
六
一

英
国
人
設
計
の
パ
ブ
ス
タ
イ
ル
の

店
。
若
い
人
が
し
っ
く
り
と
し
た
雰
囲

気
で
気
軽
に
飲
め
る
よ
う
に
と
新
し
く

で
き
た
店
で
キ
ャ
ン
テ
ィ
の
支
店
。

オ
ッ
ク
ス
テ
ー
ル
ス
ー
プ
＋
チ
ー
ズ
ト
ー
ス
ト
＋
コ

ー
ラ
の
セ
ッ
ト
で
九
○
○
円
。
生
ビ
ー
ル
二
五
○

円
。
ス
コ
ッ
チ
、
ワ
イ
ン
各
種
。

Ｅ
Ｍ
６
１
Ａ
Ｍ
２
月
晒
休
。

ギ
リ
シ
ャ
コ
ー
ナ
ー
〈
ス
ナ
ッ
ク
〉

下
山
手
通
四
Ｉ
四
衝
三
三
一
！
八
六
五
八

ギ
リ
シ
ャ
の
農
村
と
い
っ
た
風
。
ダ

ン
ネ
も
出
来
、
ギ
リ
シ
ャ
音
楽
が
流
れ

て
い
る
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
店
。

ム
サ
カ
六
○
○
円
、
オ
ク
ト
パ
ス
四
○
○
円
、
ピ
ッ

ツ
ァ
四
○
○
円
。
Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
１
無
休
。

東
亜
食
堂
〈
中
国
料
理
〉

下
山
手
通
三
’
二
七
賞
三
一
一
二
’
○
四
八
八

こ
こ
の
粥
は
陳
徳
仁
氏
推
賞
の
品
。

広
東
人
夫
婦
の
経
営
で
そ
の
国
の
人
も

よ
く
食
べ
に
来
る
店
。

豚
鰻
（
日
噸
だ
け
）
一
コ
五
○
円
。
シ
ュ
ウ
マ
イ
ー
コ

四
○
円
、
妓
子
一
人
前
一
四
○
円
、
粥
三
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
９
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
火
曜
休
。

ホ
テ
ル
全
但
〈
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
〉

下
山
手
通
四
’
四
一
一
一
雷
三
九
一
’
一
一
一
八
一
一
一
八

神
戸
と
山
陰
の
カ
ニ
・
但
馬
の
牛
を

結
ぶ
バ
ス
を
経
営
し
て
る
会
社
の
ホ
テ

ル
。
カ
ニ
も
肉
も
本
場
も
の
。

し
や
悪
し
や
夢
一
八
○
○
円
、
か
に
す
き
・
か
に
ち

り
一
五
○
○
円
か
ら
二
○
○
○
円
ま
で
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
無
休
。

白
樺
〈
グ
リ
ル
〉

下
山
手
通
四
’
一
一
雷
三
三
一
’
五
三
一
九

木
Ⅲ
の
壁
が
シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の

’
5８
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１
５９

１

海
料
理
店
。
貝
料
理
が
バ
ッ
グ
ン
。

貝
（
ア
サ
リ
、
マ
テ
貝
）
焼
き
】
一
五
○
円
、
蛙
五
○

○
円
。
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
ｎ
体
不
定

群
愛
飯
店
〈
中
‐
国
料
理
〉

北
長
狭
通
三
’
九
露
三
一
二
’
一
九
七
一
一

一
品
も
の
が
と
て
、
も
美
味
し
い
中
華

料
理
店
だ
が
、
客
は
中
国
人
が
多
く
こ

の
頃
は
日
本
人
客
も
多
い
。

お
か
ゆ
（
中
華
六
種
類
）
二
○
○
’
三
○
○
円
。
ス

タ
ミ
ナ
料
理
、
ホ
ル
モ
ン
、
食
用
蛙
、
生
き
も
の
料

理
四
○
○
’
六
○
○
円
。

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
如
月
三
回
休
み
（
不
定
）

山
田
の
案
山
子
〈
串
カ
ツ
〉

三
宮
町
三
’
二
六
雷
三
九
一
’
○
三
六
○

店
内
は
全
て
民
芸
調
一
色
。
ど
こ
か

田
舎
の
ひ
な
び
た
感
じ
が
郷
愁
を
誘

エ
フ
。

エ
ピ
パ
ン
六
○
円
、
串
カ
ツ
一
本
五
○
’
一
○
○

円
、
生
ジ
ャ
ケ
八
○
円
、
串
カ
ツ
定
食
（
ｎ
時
半
Ｉ

２
時
）
Ａ
１
二
五
○
円
。
Ｂ
’
三
五
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
火
曜
休
。

豊
国
〈
焼
鳥
と
釜
飯
〉

三
宮
町
三
’
一
○
麓
三
三
一
’
四
五
三
八

神
戸
在
住
の
外
人
客
が
器
用
に
日
本

酒
を
飲
ん
で
る
姿
を
よ
く
見
う
け
る
。

材
料
が
よ
く
吟
味
し
て
あ
る
店
。

焼
鳥
一
本
五
○
円
、
釜
飯
（
か
き
、
鵠
、
穴
子
、
吸

い
物
付
）
二
八
○
円
。

火
噸
Ｉ
金
曜
Ａ
Ｍ
ｎ
・
訓
１
２
、
Ｐ
Ｍ
４
・
釦
Ｉ

８
．
弧
、
土
、
日
祭
日
Ａ
Ｍ
ｕ
・
訓
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
・
鋤

月
叩
休
。

ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ウ
〈
レ
ス
ト
ラ
ン
〉

三
宮
町
三
１
二
四
麓
三
三
一
－
一
四
一
一
一
一

一
階
欧
風
レ
ス
ト
ラ
ン
。
二
階
座

敷
。
三
階
ガ
ー
デ
ン
ル
ー
ム
。
ビ
ー
ル

党
の
た
め
の
店
。

鉄
板
焼
・
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
四
○
○
’
六
○
○
円
、
オ

イ
ル
焼
八
○
○
円
、
盛
り
合
せ
八
○
○
円
、
牛
ロ
ー

ス
一
五
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
訓
Ｉ
Ｐ
Ｍ
加
無
休
。

ダ
ナ
・
ガ
ー
デ
ン
〈
レ
ス
ト
ラ
ン
〉

三
宮
町
三
’
二
二
麓
三
二
一
’
一
八
一
○

ピ
ア
ノ
演
奏
夕
方
六
時
か
ら
。
小
じ

ん
ま
り
と
し
た
店
内
は
落
ち
着
い
て
食

事
が
楽
し
め
る
。
外
国
船
員
が
多
い

店
。

ピ
ー
フ
フ
オ
ン
デ
一
一
’
二
五
○
○
円
、
チ
ー
ズ
フ
ォ

ン
デ
ュ
ー
ニ
五
○
○
円
、
仔
牛
料
理
六
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｎ
・
訓
Ｉ
Ｐ
Ｍ
ｕ
無
休
。

蛸
の
壷
〈
た
こ
や
き
〉

三
宮
町
三
’
二
二
窟
三
九
一
’
一
○
三
三

明
石
蛸
が
入
っ
て
ふ
っ
く
ら
と
焼
き

上
っ
た
玉
子
焼
き
を
、
淡
白
な
お
つ
ゆ

に
つ
け
て
食
べ
る
の
は
最
高
。

た
こ
や
き
二
○
○
円
、
定
食
蛸
飯
三
○
○
円
、
大
餅

三
五
○
円
、
小
餅
二
五
○
円
。

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
加
月
咽
休
。

二
幸
〈
和
食
〉

橘
通
三
’
三
麓
三
四
一
ｉ
三
九
四
六

田
舎
の
味
、
手
造
の
品
、
お
ふ
く
ろ

の
味
の
季
節
料
理
。

撤
〆
、
魚
の
フ
ラ
イ
、
煮
も
の
一
五
○
円
’
五
○
○

円
、
夜
は
酒
付
二
○
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
加
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
日
咽
休
。

ギ
リ
シ
ヤ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ヂ

〈
ギ
リ
シ
ャ
料
理
〉

三
宮
町
三
’
二
二
麓
三
三
一
’
六
五
三
九

エ
ー
ゲ
海
の
船
の
キ
ャ
ビ
ン
風
の
店

内
。
港
神
戸
特
有
の
異
国
情
緒
漂
う
ギ

リ
シ
ャ
料
理
店
。

ム
サ
カ
六
○
○
円
、
オ
ク
ト
パ
ス
四
○
○
円
、
ピ
ッ

ツ
ア
四
○
○
円
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
ソ
ー
セ
ー
ジ
三

五
○
円
。
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
、
無
休
。

権
兵
衛
〈
す
し
〉

北
長
狭
通
五
’
一
一
一
一
露
三
四
一
’
六
六
二
八

十
円
ず
し
で
名
を
は
せ
た
元
祖
。
主

人
が
野
球
の
タ
イ
ガ
ー
ス
狂
で
有
名
。

阪
神
の
選
手
も
よ
く
来
る
が
、
阪
神
の

負
け
た
日
は
心
し
て
行
く
こ
と
。
こ
の

店
。

サ
ー
ピ
ス
ラ
ン
チ
（
ｎ
時
半
か
ら
２
時
哀
で
）
三
○

○
円
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
二
五
○
円
、
Ａ
定
食
五
○
○

円
、
ヘ
レ
ス
テ
ー
キ
・
サ
ラ
ダ
付
一
七
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
・
釦
日
曜
・
祭
日
体
。

龍
湾
〈
ラ
ー
メ
ン
〉

北
長
狭
通
三
’
九
麓
三
三
一
’
一
八
一
三

に
ん
に
く
を
配
合
し
た
特
製
の
味
噌

が
特
徴
。
母
子
で
経
営
の
家
庭
的
な
ラ

ー
メ
ン
屋
。
毎
日
で
も
通
え
る
店
。

撒
諏
そ
ば
一
五
○
円
、
腸
ワ
ン
タ
ン
一
五
○
円
。

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
Ｏ
日
雌
休
。

す
い
き
ょ
う
〈
小
料
理
〉

三
宮
町
三
’
三
○
種
三
二
一
’
一
五
二
一

通
称
、
勇
さ
ん
で
親
し
ま
れ
る
お
や

じ
さ
ん
と
客
と
一
体
の
和
や
か
を
雰
囲

気
の
店
。
魚
料
理
が
美
味
し
い
。

定
食
二
五
○
円
（
ｎ
時
半
１
２
時
、
献
立
毎
日
変

る
）
。
活
け
も
の
五
○
○
’
八
○
○
円
。
宝
楽
焼
き

一
人
前
一
二
○
○
円
か
ら
。
鍋
も
の
一
人
前
六
○
○

円
か
ら
。
お
つ
ま
み
各
種
。

Ａ
Ｍ
ｎ
・
訓
Ｉ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
ｍ
日
噸

・
祭
日
体
。

愛
園
〈
中
国
料
理
〉

北
長
狭
通
三
’
二
麓
一
一
一
一
一
二
’
三
三
五
四

港
街
コ
ウ
ベ
に
多
い
大
衆
的
な
中
華

食
堂
。
中
国
の
船
が
つ
い
た
日
な
ど
は

中
国
人
船
員
で
に
ぎ
わ
う
、
珍
し
い
上
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Ｌ一』

糸
平
〈
う
な
ぎ
〉

生
田
区
三
宮
町
二
－
二
八
雷
三
三
一
’
七
八
一
六

う
な
ぎ
の
蒲
焼
き
に
は
、
関
東
、
関

阿
の
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
が
、
こ
の
店

は
昔
か
ら
関
西
風
で
、
関
東
風
に
蒸
し

上
げ
て
か
ら
焼
く
の
で
は
な
く
、
最
初

か
ら
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と
か
け
て
何
度

も
焼
く
の
で
そ
の
味
に
は
定
評
が
あ

る
。
お
や
じ
さ
ん
は
水
墨
画
が
上
手
。

う
な
ぎ
定
箕
・
か
ば
や
き
一
五
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
日
曜
休
。

栄
弥
〈
天
プ
ラ
〉

生
田
区
三
宮
町
二
－
二
六
露
三
一
一
一
一
－
五
七
七
二

一
階
は
ス
タ
ン
ド
形
式
、
二
階
は
座

敷
も
あ
る
。
天
プ
ラ
の
良
し
悪
し
を
決

め
る
油
は
こ
の
店
独
特
の
も
の
。

今
の
季
節
に
は
ふ
ぐ
料
理
が
一
番
。

さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン
味
の
の
れ
ん
街
に
も

店
が
あ
る
。

天
プ
ラ
定
食
七
○
○
円
、
お
す
し
七
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
水
暇
定
休
（
さ
ん
ち
か
店

は
第
三
の
み
）
。

ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ブ
ラ
ン
〈
フ
ラ
ン
ス
料
理
〉

生
田
区
京
町
七
七
神
栄
ピ
ル
七
Ｆ

露
三
一
一
一
’
一
四
五
五

北
野
ク
ラ
ブ
の
姉
妹
店
で
フ
ラ
ン
ス

の
二
十
世
紀
初
め
頃
の
サ
ロ
ン
の
よ
う

た
雰
囲
気
。
ブ
ド
ウ
酒
も
か
な
り
多
極

類
が
揃
え
て
あ
る
。
西
洋
料
理
の
他
、

ス
キ
ヤ
キ
、
天
プ
ラ
料
理
も
あ
り
、
ま

た
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
も
あ
る
。
届
に
は

三
諏
類
の
ラ
ン
チ
が
好
評
。

ラ
ン
チ
一
○
○
○
円
、
一
六
○
○
円
、
二
八
○
○
脚
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｕ
無
休
。

β開瞭碑恥 店
も
庶
民
的
で
安
く
て
お
い
し
い
。

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
７
日
曜
・
祭
日
体
。

一
一
一
宮
神
社
か
ら
旧
居
留
地
あ
た

第
一
楼
〈
北
京
料
理
〉

生
田
区
江
戸
町
九
四
麓
三
三
一
’
○
○
三
一

神
戸
の
中
国
料
理
の
祖
、
南
京
町
の

系
統
を
ひ
く
の
で
、
数
多
い
中
国
料
理

店
の
な
か
で
も
、
そ
の
味
に
は
定
評
が

あ
る
。
味
つ
け
は
や
や
甘
く
、
濃
い
口

な
の
で
一
般
向
き
。
宴
会
用
の
テ
ー
ブ

ル
料
理
が
多
い
。

一
コ
ー
ス
二
万
円
’
二
万
五
○
○
○
円
（
十
名
）
。

正
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
無
休
。

十
字
屋
〈
グ
リ
ル
〉

生
田
区
加
納
町
六
’
五
雷
一
一
一
一
一
一
一
’
五
四
五
五

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
店
な
の
で
あ
ま

り
目
立
た
な
い
が
、
知
る
人
ぞ
知
る
で

戦
前
か
ら
の
固
定
客
も
多
い
。
こ
の
店

の
コ
ン
ビ
ー
フ
は
通
の
客
も
満
足
さ
せ

る
味
を
も
っ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら

冬
場
だ
け
。

チ
キ
ン
レ
バ
ー
の
ソ
テ
ィ
五
○
○
円
、
ビ
ー
フ
シ
チ

ュ
ー
七
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
９
１
Ｐ
Ｍ
８
・
釦
日
唖
休
。

ス
カ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン

京
町
二
五
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
ｎ
Ｆ

富
三
三
一
’
八
一
一
一

神
一
戸
を
代
表
す
る
ホ
テ
ル
だ
け
に
伝

統
あ
る
西
洋
料
理
が
味
わ
え
、
メ
ー
ー
ュ

ー
も
豊
富
。
ま
た
眺
望
が
す
ば
ら
し
く

豊
か
な
気
分
で
食
事
で
き
る
。

ロ
ー
ス
ト
ピ
ー
フ
一
一
八
○
○
円
、
定
食
（
ス
ー
プ
、

ロ
ー
ス
ト
ピ
ー
フ
、
サ
ラ
ダ
、
パ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
）

三
五
○
○
円
。
正
午
Ｉ
ｒ
Ｍ
３
、
Ｐ
Ｍ
５
１
ｍ
無
休
。

グ
リ
ル
・
プ
ル
ニ
エ

京
町
西
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
地
階

衝
三
三
一
’
八
一
一
一

お
ち
つ
い
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
レ
ス

リ

東
明
閣

生
田
区
明
石
町
躯
明
海
ピ
ル
八
Ｆ

電
三
九
一
－
五
一
五
一

神
一
戸
港
を
見
下
ろ
し
、
と
く
に
夜
景

が
す
ば
ら
し
い
北
京
料
理
の
店
。
名
物

カ
オ
ヤ
ー
ズ

緒
鴨
子
は
あ
ひ
る
の
丸
焼
き
。

北
京
ダ
ッ
ク
跨
鴨
子
（
あ
ひ
る
の
皮
を
甜
盃
で
味
つ

け
て
薄
餅
で
包
む
）
三
○
○
○
円
、
一
コ
ー
ス
二
万

円
（
八
’
十
人
）
、
中
国
風
寄
せ
鍋
二
○
○
○
円
か

ら
（
、
１
２
月
）
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
無
休
。 ’

8０

ド
ン
ナ
ロ
イ
ヤ

生
田
区
明
石
町
明
海
ピ
ル
地
階

雷
三
三
一
－
七
一
五
八

開
店
加
年
、
神
戸
の
代
表
的
レ
ス
ト

ラ
ン
の
ひ
と
つ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
料
理
番
組

に
登
場
す
る
ジ
ョ
セ
フ
・
ド
ン
ナ
ロ
イ

ャ
さ
ん
の
店
で
本
場
の
イ
タ
リ
ヤ
の
味

が
楽
し
め
る
。

ピ
ッ
ツ
ア
七
五
○
円
、
ラ
ピ
オ
リ
九
○
○
円
、
フ
ェ
ッ

チ
ー
ネ
八
○
○
円
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
七
○
○
円
か
ら
。

Ａ
Ｍ
ｎ
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
ｃ
鋤
、
Ｐ
Ｍ
５
・
鋤
Ｉ
Ｐ
Ｍ
一

９
．
釦

ト
ラ
ン
。

ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
（
金
噸
日
の
み
）
二
八
○
○
円
、
ス

ヵ
ロ
ッ
プ
（
貝
柱
の
グ
ラ
タ
ン
）
九
○
○
円
、
ビ
ー

フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
一
五
○
○
円
、
シ
ー
フ
ッ
ド
フ
リ

ッ
タ
ー
一
一
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
７
１
Ｐ
Ｍ
９
、
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
・
訓

無
休
。竹

亭
波
止
場
町
神
戸
タ
ワ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

雷
三
五
一
－
二
一
五
一

中
突
堤
の
入
口
に
あ
る
静
か
な
和
風

レ
ス
ト
ラ
ン
。
大
小
の
船
の
往
来
に

目
を
や
り
な
が
ら
の
食
事
も
、
ま
た
風

ｔ
ｏ珊美

々
卯
の
う
ど
ん
す
き
一
四
○
○
円
、
す
き
や
き
二

五
○
○
円
、
し
や
夢
し
や
ぶ
二
五
○
○
円
、
天
ぷ
ら

定
食
二
○
○
○
円
、
一
五
○
○
円
。

正
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
無
休
。
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京

別
館
牡
丹
園
〈
中
国
料
理
〉

元
町
通
一
’
一
一
麓
三
一
一
一
一
’
五
七
九
○

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
料
理
番
組
広
東
料
理
で
馴

じ
み
の
王
夫
人
の
店
で
、
御
主
人
の
王

さ
ん
自
ら
腕
を
ふ
る
っ
て
い
る
。
詩
人

の
竹
巾
郁
さ
ん
推
薦
の
店
。
酢
豚
や
蟻

ヒ
レ
ス
ー
プ
も
お
い
し
い
。

鶏
の
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
煮
六
○
○
円
、
悪
の
膿
輝
燕

六
○
○
円
、
中
国
肌
へ
レ
ス
テ
ー
キ
一
○
○
○
円
、

菜
生
包
（
レ
タ
ス
で
肉
の
ミ
ン
チ
を
包
む
）
六
○
○

円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
無
休
。

と
ん
か
つ
一
番

元
町
一
丁
目
山
側
麓
三
三
一
’
○
七
五
五
、
九
三

七
六

銘
菓
二
つ
茶
屋
の
二
階
に
で
き
た
こ

の
店
、
カ
ウ
ン
タ
ー
と
座
敷
、
テ
ー
ブ

ル
が
あ
り
ゆ
っ
た
り
と
し
た
室
内
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
好
評
な
京
ご
の
み
は
赤

出
し
付
き
で
４
５
０
円
。

と
ん
か
つ
ヒ
レ
七
○
○
円
、
ロ
ー
ス
六
五
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８

フ
ル
ー
ッ
ホ
ー
ル

元
町
一
丁
目
浜
側
酋
三
三
一
’
一
九
八
七

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
伝
統
あ
る
両
洋
料

理
屋
さ
ん
。

ス
テ
ー
キ
二
○
○
○
円
’
三
五
○
○
円
、
煮
込
み
シ

奇
一
元
町

チ
ュ
ー
一
二
○
○
円
、
ラ
ン
チ
五
○
○
円
、
毎
日
〆

一
三
Ｉ
の
変
わ
る
デ
ィ
ナ
ー
は
魚
一
○
○
○
円
、
肉

一
五
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９

伊
藤
グ
リ
ル

元
町
一
丁
目
麓
一
一
一
一
一
一
一
’
二
八
一
八

き
も
ち
よ
い
サ
ー
ビ
ス
で
家
族
連
れ

に
最
適
。
各
種
定
食
が
好
評
。

オ
ー
ド
ブ
ル
、
ス
ー
プ
、
エ
ビ
、
肉
、
デ
ザ
ー
ト
、

コ
ー
ヒ
、
パ
ン
で
九
○
○
円
、
一
五
○
○
円
、
伊
勢

エ
ビ
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ソ
ー
ス
定
食
一
八
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
訓
Ｉ
Ｐ
Ｍ
８
月
噸
休
。

老
祥
記
〈
元
祖
ぶ
た
ま
ん
〉
・

元
町
一
一
丁
目

豚
肉
ミ
ン
チ
と
ネ
ギ
を
醤
油
で
味
つ

け
し
た
あ
ん
が
入
っ
て
い
る
、
小
型
の

豚
ま
ん
だ
け
を
売
っ
て
い
る
。
ふ
く
ら

し
粉
や
イ
ー
ス
ト
を
使
わ
ず
に
、
自
然

に
ふ
っ
く
ら
と
ふ
く
ら
ま
せ
る
皮
が
秘

伝
。
五
十
余
年
の
歴
史
を
持
つ
。

豚
ま
ん
一
ケ
二
○
円
。

フ
ッ
ク
東
店

生
田
区
栄
町
一
一
五
’
三
曾
三
一
二
’
三
一
一
○
七

小
さ
な
店
だ
が
味
・
ム
ー
ド
・
酒
と

三
拍
子
揃
っ
て
い
る
。
二
階
は
キ
ャ
ン

ド
ル
サ
ー
ビ
ス
、
三
階
は
王
朝
風
。
ワ

イ
ン
が
よ
く
揃
っ
て
い
る
。

町
あ
た

■

南
フランスのムードが楽しめる

プランドウプラン

１
６
１

炭
焼
き
ス
テ
ー
キ
一
八
○
○
円
’
五
○
○
○
円
、
ビ

ー
フ
フ
ォ
ン
デ
ュ
二
三
○
○
円
よ
り
、
タ
ー
タ
ル
ス

テ
ー
キ
（
生
肉
料
理
）
二
○
○
○
円
か
ら
。
肉
の
さ

し
み
一
八
○
○
円
か
ら
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ
、
日
暇
・
祭
日
は
Ｐ
Ｍ
４
１
Ｐ
Ｍ

ｍ
無
休
。

か
つ
ぱ
天
国

元
町
通
二
－
八
七
雷
三
三
一
’
八
○
八
○

店
主
日
く
可
神
戸
で
い
ち
ば
ん
汚
左

い
店
Ｌ
ｏ
中
国
の
田
舎
の
屋
台
の
感
じ
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
女
性
客
が
多
い
。

エ
ピ
ギ
ョ
ウ
ザ
一
一
六
○
円
、
シ
ュ
ウ
マ
イ
一
五
○

円
や
焼
き
ギ
ョ
ウ
ザ
ニ
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ａ
Ｍ
２
無
休
。

フ
ッ
ク
神
戸
店

元
町
通
二
－
九
五
雷
三
二
一
’
三
四
五
三

客
の
３
割
が
在
住
外
人
で
、
炭
焼
き

ス
テ
ー
キ
の
美
味
し
い
店
。
欧
風
の
店

内
に
は
ワ
イ
ン
棚
が
並
び
、
こ
の
店
の

ワ
イ
ン
へ
の
力
の
注
ぎ
ょ
う
が
伝
わ

る
ｐ
毎
木
曜
日
は
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
の

ワ
ゴ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

シ
チ
ュ
ー
の
色
々
（
イ
タ
リ
ア
風
、
ハ
ン
ガ
リ
ア
風

Ｅ
ｒ
Ｃ
、
各
国
風
の
シ
チ
ュ
ー
）
一
五
○
○
円
か

ら
。
ス
テ
ー
キ
二
二
○
○
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
風
ブ
イ

ヤ
ベ
ー
ス
一
○
○
○
円
（
但
諭
材
料
が
と
び
き
り

新
鮮
な
た
め
、
遅
く
と
も
四
時
間
前
に
予
約
が
必

要
）
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
鋤
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

第
一
’
第
四
日
曜
休
。

大
雄
〈
ト
ン
カ
ッ
〉

元
町
通
一
一
’
七
一
雷
一
一
一
三
一
’
六
五
七
五

ト
ン
カ
ツ
の
店
と
し
て
は
古
く
、
元

町
の
味
の
名
物
の
一
つ
。

ト
ン
ヵ
ッ
定
食
七
○
○
円
、
ハ
ン
バ
ー
グ
定
食
七
○

○
円
、
エ
ピ
フ
ラ
イ
定
食
一
○
○
○
円
、
テ
キ
定
食

二
九
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
・
鋤
無
休
。

つ
る
天
生
楽
〈
う
ど
ん
〉

元
町
通
二
－
八
一
雷
一
一
一
一
一
一
一
’
二
二
一
一
一
六

こ
こ
の
そ
ば
は
歯
切
れ
が
よ
く
、
う

ど
ん
は
太
く
て
腰
が
あ
る
。
気
軽
に
入

れ
て
お
い
し
い
店
。

エ
メ
ラ
ル
ド

神
戸
タ
ワ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
五
Ｆ

雷
三
五
一
’
二
一
五
一

海
と
港
の
ム
ー
ド
が
い
っ
ぱ
い
の
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
な
レ
ス
ト
ラ
ン
・

ピ
ー
フ
ム
サ
カ
八
○
○
円
、
ス
ー
プ
料
理
三
○
○
’

五
○
○
円
。
ビ
ー
フ
フ
ォ
ン
デ
ュ
二
○
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
７
・
釦
ｌ
Ａ
Ｍ
９
ｑ
鋤

Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
３
・
訓

Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
岨

無
休
。

り
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頃
を
値
段
で
あ
る
。
丸
太
づ
く
り
の
山

小
屋
風
の
小
じ
ん
ま
り
と
し
た
店
。

ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
八
○
○
円
、
タ
ン
シ
チ
ュ
ー
六
○

○
円
。
Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
月
曜
休
。

な
べ
焼
三
○
○
円
、
力
う
ど
ん
二
六
○
円
、
天
プ
ラ

そ
ば
二
八
○
円
、
昭
和
う
ど
ん
一
七
○
円
Ｄ

Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ
８
・
釦
水
曜
休
。

お
可
川
〈
天
ぷ
ら
〉

元
町
通
三
’
四
曾
三
一
一
二
’
六
一
五
四

純
和
風
の
構
え
の
豪
華
な
鉄
筋
三
階

建
の
店
だ
が
、
中
は
す
っ
き
り
と
清
潔

ム
ー
ド
。
二
階
は
お
座
敷
カ
ウ
ン
タ
ー

で
腰
掛
け
式
で
客
の
目
の
前
で
揚
げ
て

く
れ
る
。
新
鮮
な
材
料
を
使
っ
て
の
天

プ
ラ
に
、
外
人
客
フ
ァ
ン
も
目
立
つ
。

天
プ
ラ
定
食
一
五
○
○
円
、
コ
ー
ス
三
○
○
○
円
’

四
○
○
○
円
、
歌
仙
鍋
二
五
○
○
円
、
牛
肉
と
季
節

野
菜
の
瀞
せ
鍋
、
す
き
焼
き
二
五
○
○
円
。

正
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
日
曜
休
。

杉
全
示
風
お
食
事
処
〉

元
町
通
三
’
二
一
一
琶
三
三
一
’
七
一
一
一
六
八

京
の
香
り
の
す
る
繊
細
な
料
理
を
神

戸
で
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
本
高
砂

屋
の
経
営
。
着
物
の
女
性
の
応
待
が
や

さ
し
い
京
風
お
食
事
処
。

海
の
幸
〃
汐
く
み
〃
八
○
○
円
、
山
の
幸
”
杉
〃
七

○
○
円
、
季
節
御
飯
六
○
○
円
、
お
茶
漬
三
○
○

円
、
ち
り
鍋
一
三
○
○
円
、
京
風
土
一
三
○
○
円
。

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
水
曜
休
。

ロ
ッ
グ
キ
ャ
ビ
ン
〈
レ
ス
ト
ラ
ン
〉

元
町
通
三
’
一
一
三
衝
三
三
一
’
三
九
五
○

煮
込
み
料
理
が
主
だ
が
、
と
て
も
手 フック東店のビーフ・フォンデュ

青
辰
く
あ
な
ご
寿
司
〉

元
町
通
三
－
一
八
四
衝
一
一
一
一
一
二
’
三
四
三
五

あ
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
寿
司
は
天

下
一
品
で
全
国
に
そ
の
名
を
馳
せ
て
い

る
。
ア
ナ
ゴ
、
椎
茸
、
き
く
ら
げ
を
海

苔
で
巻
く
、
そ
の
巻
き
た
て
の
美
味
し

さ
は
格
別
で
あ
る
。
生
も
の
は
使
用
せ

ず
全
て
に
手
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
大

変
人
間
ら
し
い
味
と
い
え
る
が
、
早
く

行
か
な
い
と
店
は
閉
っ
て
し
ま
う
。

あ
な
ご
ず
し
八
○
○
・
円
、
ち
ら
し
八
○
○
円
、
蒸
し

ず
し
八
○
○
円
。

Ａ
Ｍ
ｍ
ｌ
品
切
れ
迄
水
曜
休
。

松
喜
〈
日
本
料
理
〉

元
町
通
三
’
一
四
四
酋
三
三
一
’
八
九
八
八

瀬
戸
内
の
活
き
の
い
い
魚
を
ふ
ん
だ

ん
に
、
美
味
し
く
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る

店
。
お
好
み
料
理
時
価
。
そ
の
他
、
刺

身
な
ど
客
の
好
み
に
応
じ
て
つ
く
っ
て

く
れ
る
。

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
８
日
・
祭
日
体
。

藤
は
ら
〈
天
ぷ
ら
〉

元
町
通
一
一
一
’
一
三
二
雷
三
三
一
’
三
三
七
三

天
プ
ラ
に
は
こ
ん
が
り
と
き
つ
ね
色

に
揚
げ
る
関
東
風
と
、
去
旨
わ
り
と
白
く

揚
げ
る
淡
白
な
関
西
風
が
あ
る
。
こ
の

関
西
風
の
方
が
歴
史
は
浅
い
が
、
素
材

を
生
か
せ
る
の
で
今
は
一
流
店
で
は
殆

ん
ど
関
西
風
。
天
プ
ラ
で
は
、
味
も
仕

上
げ
も
最
も
定
評
の
あ
る
店
で
あ
る
。

磨
き
あ
げ
た
和
風
の
構
え
が
落
ち
つ

ゎ
く
Ｏ

お
好
み
天
プ
ラ
三
○
○
○
円
よ
り
。

正
午
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
８
日
唯
休
。

六
段
〈
炭
や
き
〉

元
町
通
三
’
一
○
○
麓
三
三
一
’
一
二
○
八

店
名
は
琴
の
名
曲
「
六
段
の
調
」
よ

り
。
店
内
に
は
琴
の
音
が
流
れ
て
い
る

京
風
の
店
。
予
約
を
す
れ
ば
す
き
焼
や

す
っ
ぼ
ん
料
理
も
出
来
る
。
二
階
は
小

集
会
に
も
利
用
で
き
、
す
み
や
き
の
ス

テ
ー
キ
に
自
家
製
の
み
そ
が
ぴ
っ
た

り
。ス

テ
ー
キ
（
サ
ラ
ダ
・
ス
ー
プ
付
）
一
八
○
○
円
よ

り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
六
○
○
円
よ
り
、
し
や
ぶ
し
や

ぷ
一
八
○
○
円
、
き
し
み
三
○
○
○
円
。

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９
・
鋤
第
一
・
三
水
曜
休
。

大
井
肉
店
〈
す
き
焼
き
〉

元
町
通
七
’
二
○
麓
三
五
一
’
一
○
一
一

高
級
肉
の
取
り
扱
い
は
定
評
の
あ
る

お
店
。
一
階
は
精
肉
部
で
、
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
で
鰹
時
間
完
全
に
保
存
が
き
き
、

遠
方
で
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
神
戸
肉
が
美

味
し
く
味
わ
え
る
と
好
評
。
二
階
の
レ

ス
ト
ラ
ン
は
ご
自
慢
の
神
戸
肉
が
中

心
。ス

テ
ー
キ
三
○
○
○
円
か
ら
、
し
や
ぶ
し
や
鎧
三
○

○
○
円
、
す
き
や
き
二
五
○
○
円
、
オ
イ
ル
焼
三
五

○
○
円
。

精
肉
Ａ
Ｍ
９
１
Ｐ
Ｍ
８

レ
ス
ト
ラ
ン
Ａ
Ｍ
ｎ
・
訓
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
・
訓
日
唯
休
。

ハ
ナ
ワ
グ
リ
ル
〈
レ
ス
ト
ラ
ン
〉

元
町
通
五
’
二
五
雷
三
四
一
’
六
九
四
一
一

優
秀
な
腕
前
の
コ
ッ
ク
さ
ん
だ
っ
た

ご
主
人
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
夫
人
と

お
弟
子
さ
ん
が
伝
統
を
受
け
つ
い
で
や

っ
て
い
る
。
店
内
は
文
化
人
の
色
紙
や

絵
が
あ
ふ
れ
、
さ
な
が
ら
優
雅
を
小
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
の
食
事
と
い
う
雰
囲
気
が

味
わ
え
る
。
簡
素
な
店
だ
が
味
が
一
流

左
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
時
価
、
ボ
ル
シ
チ
二
五
○
円
、
シ
チ

ュ
ー
一
二
○
○
円
、
テ
キ
ニ
○
○
○
円
か
ら
。
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2 雪拳選謹選

デ
リ
ー
〈
イ
ン
ド
料
理
〉

中
山
手
通
三
’
四
一
露
二
二
一
’
三
三
三
三

イ
ン
ド
料
理
に
香
辛
料
を
沢
山
使
う

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

の
は
特
に
辛
く
て
お
い
し
い
。
本
場
の

個
性
的
な
味
だ
。

チ
キ
ン
カ
レ
ー
五
○
○
円
、
サ
モ
サ
（
印
度
煎
餅
）

一
二
○
円
。
正
午
ｌ
ｒ
Ｍ
９
月
曜
休
。

か
き
十
〈
か
き
料
理
〉

中
山
手
通
四
’
五
六
曹
一
四
一
－
一
七
七
五

座
敷
船
か
ら
始
ま
っ
て
か
き
料
理
専

門
、
創
業
百
年
と
い
う
老
舗
。
神
戸
か

ら
近
い
瀬
戸
内
の
新
鮮
な
材
料
を
値
段

も
安
く
、
そ
し
て
お
い
し
く
食
べ
て
も

ら
う
の
が
店
の
方
針
。

ど
て
焼
定
食
一
六
○
○
円
。
宮
島
鍋
一
八
○
○
円
、

お
か
ら
ま
謀
し
一
五
○
円
、
そ
の
他
、
コ
キ
ー
ル
、

貝
む
し
、
の
り
巻
な
ど
。

営
業
は
冬
場
（
十
月
’
三
月
）
の
み
で
夏
期
休
業
。

山
三
つ
輪

中
山
手
通
五
’
二
○
雪
三
四
一
－
一
○
三
八

帥
年
余
の
の
れ
ん
を
誇
る
店
。
そ
の

間
経
営
者
が
変
ら
ず
、
料
理
は
筋
の
い

い
も
の
を
き
ち
ん
と
手
が
け
る
と
い
う

伝
統
を
守
っ
て
い
る
。
す
き
や
き
料
亭

で
は
古
い
格
調
の
あ
る
店
。

神
戸
肉
の
す
き
や
き
三
五
○
○
円
、
バ
タ
ー
焼
三
五

○
○
円
、
し
や
蕊
し
や
蝉
三
五
○
○
円
。

正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
皿
無
休
。

天
京
〈
北
京
料
理
〉

下
山
手
通
五
－
二
一
雷
三
四
一
’
六
四
四
九

中
国
料
理
と
い
っ
て
も
色
々
で
各
料

理
に
よ
っ
て
そ
の
趣
は
違
う
。
こ
こ

『
天
京
Ｌ
は
一
品
料
理
も
全
て
美
味
な

北
京
料
理
店
。
「
神
戸
の
皆
さ
ん
の
口
に

あ
わ
せ
て
…
…
Ｌ
と
ご
主
人
が
言
う
と

お
り
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
近
く
の
サ
ラ

《
中
山
手
か
ら
花
隈
あ
た
り

｜
G３

山

ら

鰯リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
で
満
員
。

Ａ
Ｍ
ｍ
１
Ｐ
Ｍ
９
年
中
無
休
。

治
作
〈
水
だ
き
〉

下
山
手
通
五
－
二
八
一
一
一
四
一
’
一
一
一
七
二
七

土
蔵
づ
く
り
の
座
敷
が
ユ
ニ
ー
ク
な

創
業
以
来
師
年
の
古
い
料
亭
。
三
月
は

〃
ぼ
ん
ぼ
こ
ま
つ
り
″
と
銘
う
っ
た
特

別
奉
仕
月
と
し
て
、
水
だ
き
と
カ
ニ
の

食
べ
放
題
が
一
人
一
六
五
○
円
で
楽
し

め
る
。

鶏
水
だ
き
三
○
○
○
円
か
ら
、
し
や
蕊
し
や
ぶ
三
五

○
○
円
か
ら
、
鍋
も
の
一
切
、
ふ
ぐ
四
○
○
○
円
か

ら
、
力
一
一
ち
り
三
○
○
○
円
か
ら
。
Ａ
Ｍ
ｕ
・
帥
Ｉ

Ｐ
Ｍ
１
・
釦
、
Ｐ
Ｍ
４
・
釦
１
９
日
・
祭
休
。

花
隈
青
葉

花
隈
町
八
六
雷
三
四
一
１
一
二
七
一

う
な
ぎ
の
老
舗
「
青
葉
Ｌ
で
は
茶
の

湯
の
精
神
を
生
か
し
た
懐
石
や
高
級
日

本
料
理
を
、
安
く
美
味
し
く
味
わ
っ
て

欲
し
い
と
の
願
い
。
予
算
に
応
じ
て
相

談
で
き
る
の
も
う
れ
し
い
。
吟
味
し
た

器
に
見
た
目
に
美
し
い
料
理
が
盛
ら

れ
、
味
は
さ
す
が
。

昼
・
鰻
定
食
一
一
○
○
○
円
、
京
風
懐
石
三
五
○
○
円

か
ら
。
正
午
Ｉ
Ｐ
Ｍ
加
日
暇
休
（
胴
、
十
人
以
上

予
約
が
あ
れ
ば
日
暇
も
可
）
。

花隅青葉 Ｌ』

上
伊
〈
茶
懐
石
〉

花
隈
町
一
一
○
’
一
一
雷
三
四
一
’
五
五
五
五

元
は
兵
庫
か
ら
花
隈
へ
移
っ
た
店
で

あ
わ
せ
て
百
六
○
年
の
伝
統
の
あ
る
料

亭
。
一
元
客
は
受
付
け
て
い
な
い
。
ハ

イ
カ
ラ
の
神
戸
と
し
て
は
逆
に
珍
し
い

老
舗
で
あ
る
。

茶
懐
石
五
○
○
○
円
か
ら
、
伊
勢
エ
ビ
活
け
造
り
八

○
○
○
円
か
ら
、
お
つ
く
り
五
○
○
○
円
か
ら
。

Ａ
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｍ
日
噸
休
（
但
、
十
名
以
上
の
場

合
電
話
で
予
約
が
あ
れ
ば
日
曜
も
可
）
一
○
○
名
収

容
で
き
る
大
広
間
が
十
月
に
完
成
、
お
茶
会
、
ご
宴

会
に
ど
う
ぞ
、
三
○
○
○
円
か
ら
。

花
く
ま
〈
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
・
季
節
料
理
〉

花
隈
町
四
五
雪
一
一
一
四
一
’
○
一
一
四
○

こ
の
〃
花
く
ま
″
の
名
称
は
「
松
の

家
Ｌ
が
東
京
の
赤
坂
東
急
プ
ラ
ザ
に
ス

タ
ン
ド
料
亭
〃
花
く
ま
“
を
出
店
し
た

こ
と
に
は
じ
ま
る
。
神
戸
肉
が
テ
ー
マ

だ
が
、
季
節
料
理
も
よ
い
。

し
や
ぷ
し
や
ぷ
三
○
○
○
円
か
ら
、
石
焼
き
（
炭
火

の
上
で
木
の
葉
を
網
に
季
節
物
を
焼
く
）
一
五
○
○

円
、
松
花
堂
弁
当
二
○
○
○
円
か
ら
。

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
Ｏ
日
・
祭
休
。

阿
ら
い
〈
す
っ
ぼ
ん
〉

花
隈
町
一
一
九
麓
一
一
一
四
一
’
二
五
四
五

花
隈
芸
者
の
出
入
り
す
る
高
級
料
亭

だ
が
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
セ
ル
フ
サ
ー

ビ
ス
で
一
二
○
○
円
で
料
亭
の
味
を
楽

し
め
る
の
で
利
用
者
が
多
い
。
す
っ
ぼ

ん
・
て
っ
ち
り
は
冬
場
だ
け
。
活
造
り

時
価
。

懐
石
三
○
○
○
円
’
五
○
○
○
円
、
他
に
鍋
も
の
。

Ａ
Ｍ
ｕ
・
釦
Ｉ
ｒ
Ｍ
ｍ
日
咽
休
。

森
本
〈
日
本
料
理
〉

花
隈
町
一
三
一
麓
一
一
一
五
一
’
一
三
五
五

和
風
の
落
ち
着
い
た
高
級
料
亭
で
、

花
隈
情
緒
豊
か
で
あ
る
。
三
宮
に
こ
こ

の
支
店
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
老
舗
の

味
が
大
衆
値
段
で
味
わ
え
る
。

か
も
鍋
時
価
（
冬
場
の
み
だ
が
神
戸
で
は
珍
し
い
鴨

料
理
）
魚
ち
り
時
価
（
活
州
で
材
料
新
鮮
）
懐
石
四

○
○
○
円
。
Ａ
Ｍ
ｎ
・
訓
ｌ
Ｐ
Ｍ
ｕ
日
・
祭
休
。
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